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本書で使う表記 


本文中の記号 


本書では3種類の記号を使用しています。これらの記号は、次のような意味があります。 


lilil 

ソフトウエアの操作などにおいて、守らなければならないことについて示しています。 

Unnnl 

ソフトウエアの操作などにおいて、確認しておかなければならないことについて示していま 

す。 

it ] 

巧っておくと役に立つ情報、便利なことについて示しています。 


外来語のカタカナ表記 


本書では外来語の長音表記に関して、国語審議会の報告を基に告示された内閣告示に原則準拠しています。但 
し、 0 S やアプリケーシヨンソフトウエアなどの記述では準拠していないことがあります力{、誤記ではありませ 
ん。 
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オペレーテイングシステムの表記 


本書では、 Windows オペレーテイングシステム ( な降、 0S) をホのように表記します。 


本書の表記 

Windows OS の名称 

Windows Server 2012 

Windows Server 2012 Standard 

Windows Server 2012 Datacenter 

Windows Server 200 8 R2 

Windows Server 200 8 R2 Standard 

Windows Server 200 8 R2 Enterprise 

Windows Server 200 8 R2 Datacenter 

Windows Server 2008 

Windows Server 2008 Standard 

Windows Server 2008 Enterprise 

Windows Server 2008 Datacenter 

Windows Server 2008 Foundation 

Windows Server 2008 Standard 32-bit 

Windows Server 2008 Enterprise 32-bit 

Windows Server 2008 Datacenter 32-bit 

Windows 8 

Windows 8 Pro 64-bit Edition 

Windows 8 Pro 32-bit Edition 

Windows 8 Enterprise 64-bit Edition 

Windows 8 Enterprise 32-bit Edition 

Windows 7 

Windows 7 Professional 64-bit Edition 

Windows 7 Professional 32-bit Edition 

Windows 7 Ultimate 64-bit Edition 

Windows 7 Ultimate 32-bit Edition 

Windows 7 Enterprise 64-bit Edition 

Windows 7 Enterprise 32-bit Edition 

Windows Vista 

Windows Vista Business 64-bit Edition 

Windows Vista Business 32-bit Edition 

Windows Vista Enterprise 64-bit Edition 

Windows Vista Enterprise 32-bit Edition 

Windows Vista Ultimate 64-bit Edition 

Windows Vista Ultimate 32-bit Edition 

Windows XP 

Windows XP Professional x64 Edition 

Windows XP Professional 
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商標 


EXPRESSBUILDER と ESMPRO 、 DianaScope 、 CLUSTERPRO は日本電気株式会社のをまを商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Windows Server はホ国 Microsoft Corporation のホ国およびその他の国における 
を録商標または商標です。 

VMware および VMware ESXi は、ホ国およびその他の地域における VMware, Inc. のき録商標または商標です。 

Inte しィンテル 、 Intel vPro は Intel Corporation のホ国およびその他の国における登録商標または商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

なお、特に TM 、 狡は明記しておりません。 


5 






本書についてのミ主意、補足 


1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

2. 本書の内容に関しては将来予告なしじ変更することがあります。 

3. 葬社の許可なく複製 - 改変などを行うことはできません。 

4. 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づき 
のことがありましたら、お買い求めの販売店 I こご連絡ください。 

5. 運用した結果の影響については、 4 項にかかわらず責任を負いかわますのでご了承〈ださい。 

6. 本書の説明で用いられているサンプル値は、すべて架空のものです。 


この説明書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いてお〈ようにして 
ください。 


最新版 


本書は作成日時点の情報をもとに作られており、画面イメージ、メッセージ、または手順などが 実際のものと 
異なるときがあります。変更されているときは適宜読み替えてください。 
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本ソフトウエアが利用している外部ライブラリー 


本製品には、第=サプライヤー(な下「サプライヤー」 ） から提供されるライブラリー(な下「外部ライブラリ 
-J ) が含まれています。本製品をご利巧 I こなる前 I こ、な下に示される外部ライブラリーの該当ライセンスフ 
ァイルおよび NOTICE ファイルをお読みになり、それらに記載された内容にご同意された場合にだけ本製品 
をご利用〈ださい。 

外部ライブラリーのライセンスファイルおよび NOTICE ファイルはな下のフォルダーに格納されています。 

- <本ソフトウエアをインス I ルしたフォルダー >¥ ESMWEB¥wbserver 

- <本ソフトウエアをインス I ルしたフォルダー >¥ ESMWEB ¥ wbserver ¥ webapps ¥ axis 2¥ WEB - INF¥lib 
■< 本ソフトウエアをインス I ルしたフォルダー >¥ ESMWEB ¥ wbserver ¥ webapps ¥ esmpro ¥ WEB - INF¥lib 

- <本ソフトウエアをインス I ルしたフホルダー >¥ ESMWEB 卸 ■ e ¥ 下の LICENSE 

外部ライブラリーのライセンスにより、 ソースコー ドの提供が必要なものは、な下の フォル ダーに格納され 
ています。 

EXPRESSBUILDER 巧の< レビジョンフホルダ >¥ win ¥ ESMPRO ¥ JP ¥ MANAGER ¥ MGR¥SRC 

■ <レビジョンフォルダ > は才ートランメニューのち上に表示されるバージョンの括弧内を参照してくださ 
い。 

例 ： Version 7.10-020.05 (024) の場合は、 ¥024¥ win ¥ ESMPRO ¥ JP ¥ MANAGER ¥ MGR¥SRC 
-才ートランメニューが起動しないときは、 EXPRESSBUILDER の ¥ autorun ¥ dispatcher.exe 
(64 ビット版： dispatche し x 64. exe ) をダブルクリックして、才ートランメニューを手動で起動してくださ 
い。 

-装置選択画面が表示された場合は、該当する装置を選択してください。 

本製品が利用している外部ライブラリーおよび C 叩 yright の一 覧は「か部ライブラリーおよび Copyright の一 
覧」をしてください。 

これら外部ライブラリーに巧しては、お客様が日本電気株式会社(化下 「 NEC 」） と締結されましたを項に関わ 
らず、な下のを件が適用されます。 

a ) サプライヤーは外部ライブラリーを提供しますが、いかなる保障も提供しません。 

サプライヤーは、外部ライブラリーに関して、法律上の瑕疵担保責任を含め、第三をの権利の非侵害の 
保証、商品性の保証、特定目的適合性の保証、名称の保証を含むすべての明示または黙示のいかなる保 
証責任も負わないものとします。 

b ) サプライヤーは、データの喪失、節約すベかりし費用および逸失利益など外部ライブラリーに関するい 
かなる直接的、間接的、特別、偶発的、懲罰的、あるいは結果的損害に対しても責任を負わないものと 
します。 

C) NEC およびサプライヤーは、外部ライブラリーに起因または外部ライブラリーに関するいかなる請求に 
ついても、お客様を防御することなく、お客様に巧していかなる賠償責任または補償責任も負わないも 
のとします。 



■外部ライブラリーおよび Copyright の一覧 


activation 

Copyright©Sun Microsystems, Inc. 

annoaen 

Copyrigh 憾 The Codehaus. 

antir 

Developed byjGuru.com, http://www.ANTLR.org and 

http://www.jGuru.com, Copyright©Terence Parr 

Apache Axiom 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache Axis 

The Apache Software Foundation 

Apache Axis2 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache Commons Discovery 

The Apache Software Foundation 

Apache commons-codec 

Copyright©The Apache Software Foundation 

Apache commons-fileupload 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache commons-ht 中 client 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache commons-io 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache commons-logging 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache Derby 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache geronimo-activation 

Copyright©The Apache Software Foundation 

Apache geronimo-annotation 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache geronimo-java-mail 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache geronimo-stax-api 

Copyright©The Apache Software Foundation 

Apache httpcore 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache httpcore-nio-4.0 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache Log4J 

Copyright©The Apache Software Foundation 

Apache Neethi 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache Rampart 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache Struts 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache Tomcat 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache Woden 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache WSS4J 

Copyright©The Apache Software Foundation 

Apache Xalan 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache Xerces 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache XML Schema 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache XML Security 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache XMLBeans 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Apache xml-commons 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

asm 

Copyrigh 憾 INRIA, France Telecom 
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asm-attrs 


backport-util-concurrent 

bcprov-jdk 

c3p0 

cglib 

dom4j 

DWR 

ehcache 

Plot 

ForceRedraw 

Hibernate 

imrsdk 

jalopy 

jaxb-api 

jaxb-impi 

jaxb-xjc 

jaxen 

JAX-RPC 

JAX-WS 

JCIFS 

jettison 

jibx-bind 

jibx-run 

Jline 

JNA 

JQuery 

JQuery Ul 

JRE 

JSch 

JSONIC 

jsr173-api 

jta 

KVMLib 

libiconv 


Copyrigh 憾 INRIA, France Telecom 

Copyright©Distributed Computing Laboratory, Emory University 
Copyrigh 憾 The Legion Of The Bouncy Castle 
(http://www.bouncycastle.org) 

Copyrigh 憾 Machinery For Change, Inc. 

Copyrigh 憾 cglib 
Copyrigh 憾 MetaStuff, Ltd. 

Copyright©Joe Walker 
Copyrigh 憾 Luck Consulting Pty Ltd 
Copyrigh 憾 lOLA and Ole Laursen 
Copyrigh 憾 Pascal Beyeler 
Copyrigh 憾 Red Hat Middleware, LLC. 

Copyright© Intel Corporation 
Copyrigh 憾 Marco Hunsicker. 

Copyrigh 憾 Sun Microsystems, Inc. 

Copyrigh 憾 Sun Microsystems, Inc. 

Copyright©Sun Microsystems, Inc. 

Copyrigh 憾 The Werken Company. 
http://java.net/projects/jax-rpc 
Copyright©Sun Microsystems, Inc. 

Copyright©The JCIFS Project 
Copyright©Envoi Solutions しし C 
Copyright©Dennis M. Sosnoski 
Copyrigh 憾 Dennis M. Sosnoski 
Copyrigh 憾 Marc Prud'hommeaux 
https://github.com/twall/jna 冉 readme 
Copyrigh 憾 John Resig 

Copyright ©2011 Paul Bakaus, http://jqueryui.com/ 
Copyright©Sun Microsystems, Inc. 

Copyrigh 憾 JCmft, Inc. 

Copyrigh 憾 Hidekatsu Izuno 

Copyrigh 憾 The Apache Software Foundation 

Copyright©Sun Microsystems, Inc. 

Copyrigh 憾 Intel Corporation 

Copyrigh 憾 Free Software Foundation, Inc. 


9 



Iibxml2 


msvcp90 

msvcrSO 

OpenSAML 

OpenSSL 

prototype.js 

sblim cim-client 

sortable 

Table Drag and Drop JQuery 
plugin 

Treeview JQuery plugin 
vSphere Web Services SDK 

W に EMAN 
WSDL4J 
wstx 
zlib 


Copyrigh 憾 Daniel Veillard. All Rights Reserved. 

Copyrigh 憾 Sun Microsystems, Inc. 

Copyright©Microsoft 
Copyrigh 憾 Microsoft 
Copyright©lnterne に . 

Copyright©The OpenSSL Project 
Copyrigh 憾 Sam Stephenson 

http://sourceforge.net/apps/mediawiki/sblim/index.php?title=CimClient 
Copyrigh 憾 Stuart Langridge 

Copyrigh 憾 Denis Hewlett <denish@isocra.com> 

Copyright© 2007 Jorn Zaefferer 

http://communities.vmware.com/community/vmtn/developer/forums/mana 

gementapi 

Copyright©Sun Microsystems, Inc. 

Copyrigh 憾 IBM Corp 

Copyrigh 憾 The Codehaus Foundation 

Copyrigh 憾 Jean-loup Gailly and Mark Adler 
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ESMPRO/ServerManager Ver. 5.7 


概要 


ESMPRO/ServerManager について説明します。 

1- はじめに 

2. ューザーサポート 

ソフトウエアに関する不明点、お問い合わせ先について説明しています。 

3. 動作環境 

ESMPRO/ServerManager が動作する環境について説明しています。 




/. はじめに 


お使いになる前に本書をよ〈お読みになり、正しくお使いください。 

本書での内容は、 0S の機能、操作モまについて十分 I こ理解されている方を対象 I こ説明しています。 

OS に関する操作、不明点については、を OS のオンラインヘルプなどを参照して〈ださい。 

ESMPRO/ServerManager は、サーバーをリモート管理することにより運用管理コスト削減するソフトウエア 
です。 

ESMPRO/ServerManaaer には次のような特徴があります。 



mm 


管理巧まサ ー / 《一の種類によっては、実行できない操作もあります。 
動作環境の管理対象サーバーを参照して < ださい。 


• 管理巧をサーパーの 0 S がダウンしていても復旧操作できます。 

万一、管理対象サーバー上の OS が動作できない状態 (OS ストールや Power On Self Test (な降、 POST) 中、 
DC OFF 状態)になっても、 ESMPRO/ServerManager を巧い管理対象サーバーのハードウ;！;ァ情報を収集 
したり、電源を制御したりすることができます。 

• 管理対をサーバーの画面を見ながら操作できます。 

管理巧をサーバーを電源 ON した直後の POST 中から、 Windows や Linux の起動後まで、いつでも管理対象 
サーバーの画面をリモートのブラウザー上で確認することができ、キー入力、また、マウスで操作できま 


す。 

• 複数の管理対まサーバーを一巧して操作できます。 

「サーバグループ」を指定することにより、一度の操作で複数の管理対象サーバーの電源制御、設定変更 
ができます。 

• 時間を指定してリモート操作できます。 

あらかじめ指定した時間に管理対象サーパ'-の電源 OFF や情報取得を実行することができるため、夜間の 
バッチ処理に利用できます。 

• インターネットを通して簡単に操作できます。 

Web ブラウザーから管理対象サーバーを操作できます。インターネットの標準セキュリティー機能 
(Secure Socket Layer (な降、 SSL) を利用できるため、外部ネットワークからもを全にリモート操作できま 
す。 


Windows や Linux の起動後は、 EXPRESSSCOPE エンジンシリーズへ □ グインしてリモート KVM から 
キー入力、また、マウスで操作できます。 


• 管理巧をサーバーのファームウエアなどをアツブデートできます。 （ ExpressUpdate 機能) 


装置のファームウ X アやソフトウエアなどのバージョン管理や更新ができます。自動的にダウンロードし 
た装置の更新パッケージをシステムの停止せずに簡単に適用できます。 





ExpressUpdate に未対応のファームウ x アまたはソフトウ x アの更新パッケージが提供されることがあ 
ります。 

これらの更新パッケージの適巧に関しては NEC コーポレー トサイトを参照してください。 
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之•ユーザーサポート 


ソフトウェアに関する不明点、問い合わせは「メンテナンスガイド」」 （ 「メンテナンスガイド」が付属され 
ていない装置では「ユーザーズガイド」 ） に記載されている保守サービス会なへご連絡ください。 

また、インターネットを利用した情報サービスも提供しています。ぜひご利用ください。 

[NEC コーポレートサイト] 

製品情報、サポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 
http://ipn.nec.com/ 


[NEC フイールデイング（株 ) ホームぺージ ] 

保守、ソリューション、用品、施設工事などの情報をご紹介しています。 
http://www.fieldina.co.ip/ 


13 








3 . 動作環境 


ESMPRO/ServerManager が動作するハードウエア / ソフトウエア環境は次のとおりです。 


3 . 1 管理 PC 


P-0 

lilil 


製品ライセンス 

ESMPRO/ServerManager は、 1 ライセンスに 1 つの OS 上で使えまず。 


• ハードウエア 


—インストールする装置 


-メモリ 
—ハードデイスク 

ドライブの空き容量 

• ソフトウエア 

- OS 


ESMPRO/ServerManager がサポートする 0S をインス I ルできるコン 
ピューター 

(Intel Pentium 4 1.3GHz お上、または同等クラスの互換プロセッサ (CPU) 
を推巽） 

0S が動作するメモリ +512MB レ : 上を推奨） 


400 MB レ : JJi 


Windows Server 2012 
Windows Server 2008 R2 ( 〜 SP1) 

Windows Server 2008( 〜 SP2) 

Windows 8 
Windows 7( 〜 SP1) 

Windows Vista ( 〜 SP2) 

Windows XP ^2 

Foundation の SP2 には対応していません。 

X2 32-Bit の SP3 まで、 64-Bit の SP2 まで対応しています。 


W-0 

lilil 


• Windows Server 2003, Windows Server 2003 R2 では利用できません。 

♦ Windows Server 2008 Server Core、Windows Server 200 8 R2 Server Core 、 および Windows Server 
2012 Server Core では利用できません。 


— Web クライアント Internet Explorer 8.0 / 10.0 



• 管理台数 


Firefox ESR 17 (Windows 版 / Linux 版） 

♦ ESMPRO/ServerManager をブラウザーから使う場合、ブラウザーを使う PC に JRE 7 お上をイン 
ストールして〈ださい。セキュリティーの観点上、最新バージョンを使うことを推奨します 。 JRE 
をインストールしていない場合、画面が正しく表示されないことがあります。 

• Java Applet. Java スクリプトおよび Web ぺージのアニメーション再生が実巧できるように設定し 
てください。 

• 画面の解像度は 1024x768 ピクセルお上を推奨しまず。 

• ブラウザーは、パッチを適用するなどして、最新の状態にしてください。 

プリインストールされたままなど、古い状態の場合、画面が正しく表示されないことがあります。 

1 つの ESMPRO/ServerManager で管理できるサーバーは最大 1000 台です。 
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3 . 2 管理対まサーバー 


ESMPRO/ServerManager がサポートする管理対象サーバーは次のとおりです。 

♦ベースボー ド マネー ジメントコント ローラー ( な降、 BMC ) 搭載装置 
BMC 搭載装置の管理対象サーバーの説明は、 

「 ESMPRO/ServerManager Ver. 5 セットアップガイド」の「付録 C 管理巧象コンポーネントー覧」を参 
照してください。 

In^nl 

♦ Simple Network Management Protocol(SNMP) 

SNMP による監視機能を使う場合は、管理対象サーバーにお下のソフトウ王アが必要です。 （ BMC 搭載の 
有無は関係ありません） 

- ESMPRO/ServerAgent(Ver.4.1lil 降） 

- 監視対象の ft サーバーはレ U 下の装置です。 

Express5800/ft サーバー [R320C-M4 / R320C-E4] 


♦ ファームウエア 

管理対象サーバーのファームウェアなどのバージョンを管理する ExpressUpdate 機能を使う場合は、お下 
のソフトウェア、または、 EXPRESSSCOPE エンジン 3 力《必要です。 

— ExpressUpdate Agent 

• ESXiS 

• RAID システム 

Universal RAID U 川 ity を使い管理対象サーバーの RAID システムを管理する場合は、 W 下のソフトウェア 
が必要です。 

— Universal RAID Utility Windows 版 （ Ver.2.1 降） 

- Universal RAID Utility LinuxA/Mware ESX 版 （ Ver.2.4 お降） 

• vPro 搭載装置 

vPro 搭載装置の管理対象サーパ '— の説明は、 「 ESMPRO/ServerManager Ver. 5 セットアップガイド」の 
「付録に管理対象コンポーネントー覧」を参照してください。 



レ :! 下のサーバーはサポートしていません。 

• Windows 版他な機版 ESMPRO/ServerAgent ( 〜 Ver. 4.4) 

• Linux 版他な機版 ESMPRO/ServerAgent f 〜 Ver. 4.2.22-1) 


管理対象サーバーとの接続方法によって必要な環境が異なります。 

「 1 章 3.3 管理 PC と管理対象サーバーとの接続に必要な環境」を参照してくださし、。 





• Windows ファイアウォールがち効になっている場合、通信が遮肋されるため、正し〈管理が行えません。 

「 4 章 2 利用ポート / プロトコル」をご確認の上、必要なポートを開いて〈ださい。 

• ESMPRO/ServerManager と監視対象装置の運用 OS(*) の言語は一致させてください。 

{*)ESXi などの仮想基盤部分の言語環境は除く。 
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3 . 3 管理 PC と管理対象サーバーとの接続に必要な環境 


利用する接続お態に応じて必要な環境を用意して〈ださし、 


• LAN 経由で接続する場合 





ットワーク 

• 管理 PC と管理対まサーバーの接続にクロスケーブルを使わないでください。 

参管理対象サーバーが BMC 搭載装置の場合、 BMC が巧う LAN ポートは、 BMC の種類によって 
異なります。 

標準搭載の LAN ポートを巧う BMC と管理 LAN 用ポートを使う BMC があります。 

標準ち載の LAN ポートを利用する管理対をサーバーには、 ESMPRO/ServerManager と管理対 
まサーバー上の BMC-BIOS との通信に LAN1 ポートが利用できる管理巧まサーバーと、 LAN1 
ポートと LAN2 ポートの両ちを利用できる管理対象サーバーがあります。 
rESMPRO/ServerManagerVer. 5 セットアップガイド」の「付録 C 管理対まコンポーネント 
一覧」を参照してください。 


• モデム接続の場合 （ BMC との通信時に巧えます。） 

一電話回線 
-モデム 

な下の機能をサポートしたモデムを使って〈ださし、。 
通信速度 ： 19.2Kbps 

データ長 ： 8bit 


パリテイ ：無し 

ストップビット長 ： 1 bit 

フロー制御 ：ハードウ ; L アに TS/RTS) 



参管理対まサーバー側には、 Express 5800 シリーズが推奨するモデムを接続してくださし、。 
参管理巧まサーバー側のモデムは、シリアルポート 2 に接続して〈ださい。 


-その他 

BMC から管理 PC へのモデム経由通報を使う場合 
-ダイアルアップルーターまたは PPP サーパ'-環境 
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♦ ダイレクト接続の場合 （ BMC との通信時に使えます。） 


- RS-232C クロスケーブル 

ESMPRO サーバー側のダイレクト接続に使うシリアルポートを、 0S 上でな下のように設定してく 
ださい。 

通信速度 ：管理対象サーバーの BMC コンフィグレーションで設定するボーレート値 

と一致させてください。 

BMC コンフイグレーシヨンのネ刀期値は 19.2Kbps です。 

データ長 ： 8bit 


パリテイ ：おし 

ストップビット長 ： 1 bit 

フロー制御 ：ハードウ； L ア (CTS/RTS) 


• インターリンクケーブルは使えません。 

• 管理巧まサーバー側はシリアルポート 2 に RS-232C クロスケーブルを接続してください。 

• 管理巧まサ ー / 《一の種類によって、指をされた型をの RS-232C クロスケーブル U 列■使えない 
場合があります。装置にを付されているドキュメントを確認してください。 
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3 . 4 管理対象サーバーおよびネットワーク機器のを意事項 


管理対象サーバーおよびネットワーク機器を利用する際に、特にを意していただきたい点を説明します。 

• ネットワークスイッチ/ルーターを巧う場合 

BMC が標準 LAN ポートを利用する管理対象サーバー、またはアドバンスドリモートマネージメントカード 
が搭載されている管理対象サーバーでは、管理 PC と管理対象サーバーの間にネットワークスイッチ/ル 
— 夕一がある場合、ネットワークスイッチ / ルーターカ 《 Gra 山 itous ARP を受信できるようじ設定して < だ 
さい。 

設定方まは各ネットワークスイッチ / ルーターによって異なります。各説明書等を参照してください。 
Gra 山 itousARP を受信できる設定となっていない場合、電源オフ状態の管理対象サーバーと通信すること 
はできません。 

• レイヤー 2/ レイヤー 3 スイッチングハブを利用する場合 

スイッチングハブの Spanning Tree Protocol ( な降、 STP) 機能、または管理対象サーバーがを続されている 
ポートの STP を無効 (Disable) じ設定して〈ださい。 

また、スイッチングハブの管理対象サーバーが接結されているポートの A 山 o-Negotiation 機能をち効に設 
をしてください。 

• DHCP を巧う場合 

BMC が標準 LAN ポートを利用する管理対象サーバーでは、 ESMPRO/ServerManager と System BIOS 、 
BMC との通信は DHCP 環境に対応していません。 

管理 PC は固定 IP アドレスで使ってください。 

管理対象サーバーを DHCP 環境でイ吏う場合は、必ず DianaScopeAgent または ESMPRO/ServerAgent 
Extension を起動しておいてください。 

• BMC が標準 LAN ポートを利用する管理対をサーパー上の 0 S で、標準 LAN ポートをチーミング設を(複数 
のネットワークアダプターで冗長化 / 多重化すること)する場合 

BMC が標準 LAN ポートを利用する管理対象サーバーでは、 BMC、System BIOS はチーミングに対応して 
いません 。 Adapter Fault Tolerance ( 化降、 AFT)、Adaptive Load Balancing ( 化降、 ALB ) をな下のように設 
をすることで、 Failover が発生しない間だけ、動作できます。 

— Adaptive Load Balancing ( な降、 ALB ) と同時に Receive Load Balancing ( 化降、 RLB) が設定される場合、 
RLB を無効に設定してください。 （ RLB を無効に設定できない場合は ESMPRO/ServerManager から 
BMC を巧う管理ができません。） 

- BMC コンフイグレーシヨン 情報で LAN1 に設定した IP アドレス および MAC アドレスをチーミング 
アドレス (Preferred Primary) に設定してください。 

- LAN2 のコンフイグレーシヨンができる管理巧象サーパ ’ 一であっても、管理対象サーバー上の BMC 
のコンフイグレーシヨンで、 LAN2 に設定しないでください。 

— 管理巧象サーバーの 0S が Windows で 、 DianaScope Agent 、 または ESMPRO/ServerAgent Extension 
をインス I ルする場合は 「 ESMPRO/ServerManager Ver. 5 セットアップガイド」の「付録 BB.1 
BMC が標準 LAN ポートを使用する装置の場合」を参照してください。 

また、 RLB 設定や Fast Ether Channel ( な降、 FEC) 設定を使う場合は、 ESMPRO/ServerManager か 
ら BMC での管理ができません。 
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• BMC が管理 LAN 用ポートを利用する管理対をサーバー上の OS で、 DianaScope Agent、 または 

ESMPRO/ServerAgent Extension が利用する LAN ポートをチーミング設定(複数のネットワークアダプ 
夕一で冗長化/を重化すること)する場合 

BMC が管理用 LAN ポートを利用する管理対象サーバーで、 DianaScope Agent , または 
ESMPRO/ServerAgent Extension が利用する LAN ポートをチーミングして利巧する場合は、 
「ESMPRO/ServerManagerVer. 5セットアップガイド」の「付録 BB.2BMC が管理 LAN 用ポートを使 
用する装置の場合」を参照してください。 

• ゲートウェイ、通が先/管理 PC のハードウェアを変更する場合 

管理 PC と管理対象サーバーの間でゲートウェイを介す環境で、 BMC コンフィグレーシヨン設定後にゲー 
トウェイを交換した場合、新しいゲートウXイの MAC アドレスを BMC に設定するために、 BMC コンフィ 
グレーシヨンを再設定して < ださい。 

まわ、ゲートウXイを介さない環境では、通報ホ/管理 PC のハードウIアを変更した場合、新しい通報 
先/管理 PC の MAC アドレスを BMC に設定するために、 BMC コンフィグレーシヨンを再設定してくださし、。 
• ダイアルアップルーターまたは PPP サーバー環境 

モデム経由通報の通報ホで Windows Remote Access Service 機能を利用する場合、 Remote Access 
Service のプロパティで、ネットワーク構成の暗号化の設定を、[クリアテキストを含む認証を許可する]に 
変更してください。 

• 標準シリアルポート2の利用制限 

な下の場合は、管理対をサーバーの標準シリアルポート2を他の機器接続等に使えません。 BMC がシリア 
ルポート2を占有します。 

-管理巧象サーバーが SOL 巧応サーバーであり、 BMC コンフィグレーシヨンの設定で、な下の項目が 
ち効になっている場合。 

「リモート制御 (WAN/ ダイレクト)」 

「 リダイ レ クシ ヨン ( LAN )」 

「リダイレクシヨン (WAN/ ダイレクト)」 

-モデム接続およびダイレクト接続中。 

- BMC のコンフィグレーシヨンで ダイレクト接続を指定した場合 (ESMPRO/ServerManager と 対象サ 
—バーを接続しなくても BMC がシリアルポート2を占ちします)。 

F^nnl 


管理対象サーバーが SOL 対応サ ー / く一かどうかは 、 r ESMPRO/ServerManager Ver. 5 セットア 
ップガイド」の「付録 C 管理対象コンポーネントー覧」を参照してください。 
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ESMPRO/ServerManager Ver. 5.7 

インストール 

ESMPRO/ServerManager のインスI—ルについて説明します。 

1. インストールを始める前に 

ESMPRO/ServerManager をインストールする前に必要な設定について説明しています。 

2•インス I—ル 

ESMPRO/ServerManager のインスIル手順について説明しています。 

3. インストールを終えた後に 

ESMPRO/ServerManager をインストールした後に必要な設定について説明しています。 
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'•インストールを始める前に 

ESMPRO/ServerManager のインストールの前に必ずお読みくださし、。 


■セキュリテイーの設定〜 ESMPRO ユーザグループの設定〜 


管理 PC で動作するアプリケーションに適切なアクセス許可をちえるため、 ESMPRO ユーザグループが必 
要です。 

ESMPRO ユーザグループはインスIル時のデフオルトでは Administrators です力《、任意のグループを指 
をすることもできます。 

任意のグループを指定する場合は、あらかじめ Windows のユーザー/グループ管理機能を使いグループを 
作ホしておきます。 

なお、このセキュリティー機能をち効に機能させるために、 ESMPRO/ServerManager は NTFS のドライ 
ブにインストールすることを推奨します。 


ESMPRO ユーザグループをグローバルグループとして登録する場合は、同じ名前の口ーカルグループ 
がを在しないようにして〈ださい。また、バックアップドメイン コン トローラーの場合は必ずグローバ 
ルグループを指まするようにして < ださい。 


■運用中に必要なハードディスクドライブ容量の確認 

インストール時に指定したフナルダーに十分な空き容量を用意して〈ださい。インストール先フォルダ 
—のデフォルトは、システムドライブの r¥Program Files¥ESMPROj です。 

運用時に追加されるファイルにはな下のものがあります。必要となるハードディスクドライブ容量を計 
算するときの目まにしてください。 

参サーバーの管理のために約 10MB 
参管理対象サーバ ー1 台に約 10KB 
参 IPMI 情報を採取した場合は、1台に、最大約 60KB 
参アラ ーM 件に、約 1KB 

■アクセス権の設定 

すでに存在するフォルダーにインストールする場合、そのフォルダーに ESMPRO/ServerManager の動作 
に必要なアクセス権が設定されていないと正常に動作できません。 

巧在しないフォルダーに ESMPRO/ServerManager をインスIルする場合はホのアクセス権がインス 
卜ーラーで設定されます。 

Administrators Full Control(AII)(AII) 

Everyone Read(RX)(RX) 

SYSTEM Full Control(AII)(AII) 

また、インス I ル時にデフホルト (Administrators) な外の ESMPRO ューザグループを指定した場合は、 
ESMPRO ユーザグループにフルコントロールのアクセス権が設定されます。 
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■リモートでの ESMPRO / ServerManager のインストール 

ESMPRO/ServerManager のインスIル終了後に再起動してくださし、。 Windows XP などのリモートデ 
スクトップ上でスタートメニューから再起動ができない環境でのインストールにはごを意<ださい。 


■夕ーミナルサーバー/リモートデスクトップサーバーを使いインストール 
する場合 

夕ーミナルサーバーをイ吏いインストールする場合は、下記の操作でインストールしてください。 

参 Windows Server 2008の場合 

[コントロール パネル] の [夕ーミナ ルサーバーへの アプリ ケーションの イ ンス Iル]を使いイ ンス 
I—ルします。 

参 Windows Server 2008 R 2 / Windows Server 2012の場合 

[コントロール パネル] の [リ モートデスクトップサーバーへのアプリケーションのインス I ル] を 
使ぃィ 

p -〇 

lilil 

■旧/くージョンの ESMPRO/ServerManager がインス I —ルされている場合 

参 ESMPRO/ServerManager Ver. 4.1 な降がインスIルされている場合は、本バージョンIこパ'—ジョン 
アップすることができます。 

Ver. 4.1 未满がインストールされている場合は、アンインストールした後にインストールしてくださし、。 
参 ESMPRO/ServerManager Ver. 5.0 より前のバージョンからバージョンアップする場合、 Web コンポー 
ネントがインストールされていると、バージョンアップ時に Web コンポーネントがアンインストール 
されます。 

• バージョンアップ時、旧バージョンの ESMPRO/ServerManager の情報は引き継がれます。 

• ESMPRO/ServerManager Ver. 4.43 / Ver. 4.51 から本バージョンにバージョンアップした場合、 

ESMPRO/ServerManager Ver. 4.43 / Ver. 4.51 の0山- of-band 管理機能 (BMC リモート制御ツール)が使 
えなくなります。 

■ DianaScope Manager がインス I —ルされている場合 

DianaScope Manager がイ ンス I—ルされている場合は、本バ ージョ ンにバ ージョンアップ することがで 
きます。 DianaScope Manager でを録した情報は引き継がれます。 

■スクリプトコンポーネントのサンプル 

スクリプトコンポーネントのサンプルを修正し、元のファイル名のままで保巧されている場合は、ファイ 
ル名をいったん別の名前に変更するなどした後にバージョンアップしてください。そのままバージョンア 
ップするとサンプルが上書きされ、修正した内容がネ刀期化されてしまうことがあります。 


ンストールします。 

上記の手順でインストールしなかった場合、セットアップの実行中にエラーが発生したことを知らせ 
るエラーメッセージが表示され、セツトアップが中断されます。 



コマンドプロンプトでな下のコマンドを実行することで、 OS を再超動させることができます。 
例）すぐに再起動させる場合 ： shutdown -r -t 0 
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■ MWA がインストールされている場合 

Management Workstation Application (お降、 MWA ) がインス I —ルされている場合は、 
ESMPRO / ServerManager をインス！ルできません。 「 MWA 」 をアンインス！ルして〈ださい。 

■ Multilingual User Inter ね ce (な降、 MUI ) などにより OS の言語設定を変更して 
いる場合 

MUI などにより 0 S の言語設定を変更している場合、な下で設定されている言語が"日本語"に統一されてい 
ることを確認して ESMPRO / ServerManager をインス I '―ルしてください。 

言語が統一されていない場合、インストール時にエラーが発生するなど、正常に動作しない場合がありま 
す。 

• Windows XP の場合 

コントロールパネル-地域と言語のオプション-[地域オプション]タブ 

-[言語]タブ 
-[詳細設定]タブ 

参 Windows Server 2008 , Windows Server 2008 R 2 , Windows 7, Windows Vis ねの 場合 

コントロールパネル-地域と言語 -[お式]タブ 

-[場所]タブ 

-[キーボードと言語]タブ 
-[管理]タブ 

♦ Windows Server 2012 , Windows 8 

コントロールパネル-言語-日付、時刻、または数値のお式のを更 

-[形式]タブ 
-[場所]タブ 
-[管理]タブ 


W-0 

lilil 

■インストーラーの起動パス 

すでにインストール済みの ESMPRO / ServerManager と同ー バージヨ ンへバ ージヨ ン アツプ するときは、 
前回インストール時と同じパスからインストーラーを起動してください。 


ESMPRO / ServerManager のィンス I ル後に言語の変更を行わないでください。 
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之•インストール 


ESMPRO/ServerManager の新規インストール方まおよび、バージョンアップの方まを説明します。 
必ず「インストールを始める前に」をご確認後、インストールを実行してください。 


2 . 1 インストール手順 


W-0 

lilil 

1. ビルトイン Administrator (または管理を権限のあるアカウント)で、サインイン(ログオン) 
します。 


Windows Server 2003, Windows Server 2003 R2 はサポート対まかです。 


2. EXPRESSBUILDER を光ディスクドライブにセツトします。 

才ートラン機能により EXPRESSBUILDER の才ートランメニューが起動します。装置選お画面が表示され 
たときは、該当する装置を選択します。 


3. [各種アプリケーシヨン]をクリックし、表示されるメニューより [ ESMPRO ] をクリックし 
ます。 

ESMPRO セットアップが起動し、メインメニューが表示されます。 

ユーザーアカウント制御がち効のときは、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウがま示されます。 

[続行]をクリックしてホに進んでください。 

4. ESMPRO セットアップのメインメニューで [ ESMPRO / ServerManager ] をクリックしま 
す。 



才ートランメニューが起動しないときは、 EXPRESSBUILDER 内の 

¥autorun¥dispatcher.exe(64 ビット版： dispatche し x64.exe) をダブルクリックして、才ートランメニュ 
一を手動で起動してください。 
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ダブルクリックでメニユーを選がすると同じダイアログボックスカ <2 つま示されることがあります。 
2 つ表示されたときは [ 終了 ] をクリックしてどちらか一ちのダイアログボックスを閉じて〈ださい。 


環境で表示されるメニューはをわります。 


5. ユーザー情報を入力します。 （バージョンアップの 場合は表示されません。） 
ユーザ名と会社名を入力して[ホへ]をクリックします。 


[ESMPRO/ServerManaeer 


トサ''巧巧 

が防入力してください。 

ユイ’る、わよ U をれるを入力してく巧な、 



トサ'る妙 

[user 

をなる必 
[COMPANr 


Itn わ II ：•片叫 - 

—■:房る卓） _[ みへ ( W » ] キトンせレ J 

ここで入力するユーザ名-会な名は ESMPRO/ServerManager で管理する情報です。 

OS のユーザー登録情報などへの影響はありません。 

6. 追加する機能を選択します。 

ESMPRO/ServerManager に追加できる機能の一覧が表示されます。追加する機能を選択して[次へ]をク 
リックします。 



[*'- - 覧に表示される機能は、環境で異なります ( インストールできる機能がま示されます)。追加できる機能 

がない場合は、 [ 機能の選が ] 画面は表示されません。 
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7. インストール先を選択します。 （バージョンアップの場合は表示されません。） 


インストール先を指定して[ホへ]をクリックします。 


ES M PRO/Server Manacer 


インスト I をの3巧 

7 W 巧インスト-んするつがザろ进おします ♦ 

わけ.巧な、；わ的が1*^1た ESMPRO/ServerManaeer そインスト*します。 

この)が々 A のインスト HUt じか]本ザノがリッウす • 

動がけ‘‘ヘインストルタる巧合は、[さが J ホ、タンを W ブルて別ルタち没巧してく城、 



インストルをのフ，ルダ 

C: 化 0 €"m Files 化 SMPRO ホ投(巧 — J 

[化，ろ"。 i 。别 - 

_<戻る运） J に’ 巧— ベ ■•型り— "ll —キ トンせ レ」 


• 64bitOS では「システムドライス ¥P の gram Files (x86)」 が既定植となります。 64bitOS ではイン 
ストール先に「システムドライブ: ¥Program Files」 を指をしないで〈ださい。 

•インストール先には Unicode 特有の文字を含むフホルダーは指定しないでください。 

8. 現在の設定を確認します。 

現在の設定が表示されます。現在の設をを確認して[次へ]をクリックします。 



26 






















9. ESMPRO ユーザグループを乂力します。 （バージョンアップの場合は表示されません。） 
ESMPRO ユー ザグループを指定し、 [巧へ] をクリックします。 



10.アドミニストレータ名とパスワードを入力します。 

(DianaScope Manager および ESMPRO/ServerManager Ver. 5 に対するバージョンアップの場合は表示 
されません。） 

ESMPRO/ServerManager の 管理をを作成します。 アドミニストレータ 名とパ スワー ドを指定し、 [ホへ] 
をクリックします。 

アドミこかトタかハツトト•の入力 

アト’ ミこ スト レー 5巧むなワ-卜 3 A 力してください。 


过 

ぶ 


アトとストト说 1 

パクトド I 

が巧- K 巧脚 「 ■ 

Irw おI【ミ b が - 

戻; [ >欠へ(が> I 4!制^ J 





• アドミニストレータ名は1〜16文字までの半角英数き、パスワードは6〜16文字までの半角英数 
字を指定してください。 

•ア ドミニストレータ名は、 ESMPRO / ServerManager を管理者権限で操作するためのユーザー名で 
す。 
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11. HTTP 接続ポートを入力します。 

(DianaScope Manager および ESMPRO/ServerManager Ver. 5に対するバージョンアップの場合は表示 
されません。） 

ESMPRO/ServerManager が使う HTTP 接続ポートを入力して f 次へ]をクリックします。 



ESHPRO / ServerMaw なびは用する、 HTTP 巧巧ポ—卜を巧定してく巧な、 (ち タカ g 回: 0- 巧筋) 


ポート春ち I 如拍 



一 HTTP 接続ポートは〇〜65535の範囲の値を指定してください。 

FMFI 

12|更新パッケージの保存フォルダを指定します。 

(バージョンアップの場合、すでに更新パッケージの保存フォルダーが指定されていると表示されませ 
ん。） 

更新パッケージの保存フォルダーを指定して[次へ]をクリックします。 



[み- 更新パッケージの保存 フホルダー(こは、 ExpressUpdate 磯能で使う ファームウエアやソフトウエアの 

更新パッケージが格納されます。 


更新パッケージの保存フォルダーには、十分な空き容量を巧意してください。 

更新パッケージの保存フォルダーのデフォルトは 「 ESMPRO / ServerManager インストールフホルダ 
—¥ ESMWEB¥pkgpoolj です。 
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インストールが終了するまでお待ちください。その間、いくつかのインストール画面がま示されます。イ 
ンスIルの途中で[キャンセル]をクリックするとインスIルを中止できますが、途中までインスIル 
されたファイルは削除しません。 

13.共通コンポーネントに関連する情報を確認します。 

(ESMPRO/ServerManager Ver. 5.0 からパ'—ジョンアップするときに表示されます。） 

内容を確認して[ホへ]をクリックします。 



14.共通コンポーネントに関連する情報を確認します。 

(ESMPRO/ServerManager Ver. 5に対するバージョンアップ、かつ、環境設定でリモートリポジトリを利 
用する設定をしている場合に表示されます。） 

内容を確認して[次へ]をクリックします。 
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15 •インス I ^ールが終了します。 

[OK] をクリック後、 0S を再起動します。 （0S は自動で再起動しません。） 






• 環境によって表示されるメッセージが異なります。 

• CLUSTERPRO 環境の場合は、ここで 0 S を再起動しないで、 CLUSTERPRO のソフトウェア構 
築ガイドに従ってください。 
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3 •タインストール時の注意事項 


■ ESMPRO / ServerManager インストール時のメツセージ 

0S によって ESMPRO/ServerManager のインスIルを実行すると、エクスプローラーが動作を停止した 
とのメッセージが表示される場合があります。ただし、インストールは正常に終了しており、システムに 
影響はありません。 

■プログラム互換性アシスタントダイアログボックスのメッセージ 

ESMPRO/ServerManager のインストール終了後、環境によっては「このプログラムは正しくインス！ 
ルされなかった可能性があります」とのメッセージがま示される場合がありますが、インストールは正常 
に終了しています。 

[このプログラムは正し < インストールされました]、または[キャンセル]ボタンをクリックして終了してく 
ださい。 
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3 . インストールを終えた後に 


■ ログイン 

ESMPRO/ServerManager のインスIル終了後、な下の手順で ESMPRO/ServerManager にログインでき 
ることを確認して〈ださい。 

1. Web クライアント上の Web ブラウザーで、な下のアドレスにアクセスします。 

http:// 「 ESMPRO / ServerManager をイ ン ストールした サ ー /、'’一《」：「 HTTPf き続ポート 暑号」 /esmpro/ 
管理 PC 上の Web ブラウザーから HTTP 接続ポート "8080" でアクセスする場合のアドレスの例を示し 
ます。 

http://localhost:8080/esmpro/ 

XCLUSTERPRO のシステムを構築している場合は、な下のアドレスにアクセスします。 

ht 中://「 フローティング IP (な降、 FIP ) or 仮想 コン ピュ —夕一を!：「 H7T 尸/去嫁が一/•ぎ号」/ esmpro/ 
参インストール後にデスクトップ上に作成される ESMPRO/ServerManager のアイコンから起 
ん "Ml 動することもできます。 

• Web クライアントからリモートでアクセスする場合、事前に口ーカルからログインして、[環 
境設を]-[アクセス制御]にアクセスするアドレスを追加して〈ださい。 

2. ESMPRO/ServerManager のログイン画面が開きます。 

インストールの際にを録したアドミニストレータのユーザ名とパスワードを入力して、[ログイン] 
ボタンをクリックします。 



□ヴィン 
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ログインに成功すると、レ:I下の画面が表示されます。 



|5 i— I [アラートビューア]、[ツール] などの コマンドが 並んでいる巧を [ヘッダメニュ ー] と 呼びます。 

この後、 [ヘッダメニュ ー] の コマン ドを使って作業します。 

■環境設定 

ESMPRO/ServerManager の動作に関する設定を変更できます。 

[ヘッダメニュー] から[環境設定]をクリックし、各画面の設定を確認してください。 

詳細はオンラインヘルプを参照して〈ださい。 

♦モデムの設定 

管理巧をサーバーとモデム経由で接続するためのモデムの設定は管理 PC の Windows 上で設定してく 
ださい。 

管理 PC の Windows に複数のモデムドライバーがインストールされている場合は、 
ESMPRO/ServerManager をインスI—ルした後で、 System32 フオルダーにある 
DianaScopeModemAgent.ini フアイルに 「modem=」 に続けて接続されているモデム名 (Windows のデ 
バイスマネージヤーで表示されるモデム名）を記載してください。 

例を示します。 


modem=^lip 56000 bps— モ了ム 
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■ SSL 

ESMPRO/ServerManager の設定をを更することで SSL を使し、 ESMPRO/ServerManager にログインする 
ことができます。 

な下Iこ ESMPRO/ServerManager で SSL を使うために必要な手順を示します。 

1. 鍵を生成します。 

SSL で利用する鍵を作成します。この鍵は JRE に含まれている keytool というツールを使いな下のよう 
に生成します。 

ESMPRO/ServerManager を C:¥Program Files¥ESMPRO にインス Iルした場合の例 
Windows(32 ビット版)： 

"C:¥Program Files¥ESMPRO¥ESMWEB^re¥bin¥keytool" -genkey -alias tomcat -keyaig RSA 
Windows(64 ビット版)： 

"C:¥Program Files (x86)¥ESMPRO¥ESMWEB¥jre¥bin¥keytoor -genkey -alias tomcat -keyaig RSA 
コマンドを実行するとレ: I 下のように対話形式で鍵の発行者に関する情報を入力します。 

<<>>の部分および太字の部分が入力する情報です。 

必ずキーストアのパスワードと鍵のパスワードを同一に設定します。_ 

キーストアのパスワードを入力してください： << パスワード>> 

姓名を入力して〈ださい。 

[Unknown]: <<姓名>> 

組織単位名を入力してください。 

[Unknown]: <<かさな組織名>> 

組織名を入力してください。 

[Unknown]: <<大きな組織名>> 

都巿名または地域名を入力してください。 

[Unknown]: <<都巿名>> 

I州名または地方名を入力してください。 

[Unknown]: <<地方名>> 

この単位に該当する2文字の国香号を入力してください。 

[Unknown]: JP 

CN=<< 姓名>>， OU=<< 小さな組織名>>，0=<<大きな組織名>>，!_=<<都巿名>>， 

ST=<< 地方名>>， C=JP でよろしいですか？ 

[no]: yes 

<tomcat> の鍵パスワードを入力してください。 

(キーストアのパスワードと同じ場合は RETURN を押してくださし、） :_ 

お下に鍵が生成されていることを確認します。 

l%USERPROFILE%¥.ke#ore ； 


巧- % USERPROFILE % は C:¥Documentand Settings ¥< ログオンユーザ>です。 
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2 - ESMPRO/ServerManager の設定を変更します。 

ESMPRO/ServerManager のインスI—ルフオルダーの ESMWEB¥wbserver¥conf フオルダーにある 

server.xml を編集して SSL を有効にします。 

このファイルの中に port 香号が8443と指定されている下のような <Connector> の記述を探してコメ 

ント記号 " と"一>"を削除します。 SSL でアクセスする port 香号は必要に応じて修正してくだ 

さし、。 

また、お下の例のように <Connector> の要素にキーストアファイルの場所とキーストアの生成時に指 

定したパスヮードの情報を追加します。 

<-Define a SSL HTTP/1.1 Connector on port 8443-> 

<!- ※この巧を削除します 

<Connector port="8443" ※必要に応じて修正します 
maxHttpHeaderSize="8192" 

maxThreads="150" minSpareThreads="25" maxSpareThreads="75" 

enableLookups="false" disableUploadTimeout="true" 

accep に ount="100" scheme="https" secure="true" SSLEnabled="true" 

clientAuth="false" ssIProtoco ド TLS" 

keystoreFile=" < キーストアのあるフオルダー >/.keystore" 

keystorePass=" <パスワード >" 

_ useBodyEncodingForURI="true" _ ※この3行を追カロ します _ 

/> 

E-> ※この行を削除します 


3. 管理 PC をち起動します。 

ESMPRO/ServerManaaer が動作しているサーバーを再起動します。 


4. ログインします。 

お>上の手順によって ESMPRO/ServerManager に https でアクセスできます。 

Web クライアント上の Web ブラウザーで、お下のアドレスにアクセスします。 

hiips :// ESMPRO/ServerManager ^ -/ ンスト ~ルしナニ サ ー / く一を. server.xml で指定した SSL のポート 

斋号/ esmpro/ 

管理 PC の Web ブラウザーからアクセスする場合のアドレスの例を示します。 

https://localhost:8443/esmpro/ 


■ LDAP/ActiveDirectory における SSL 設定 

ESMPRO/ServerManager が利用する JRE のキーストアにサーバー証明書をインポートすることで、 
ESMPRO/ServerManager と LDAP/ActiveDirectory の認証サーバー間の通信に SSL を使うことができます。 
コマンドプロンプトでお下のコマンドを入力することで証明書をインポートすることができます。 
C:¥Program Files¥ESMPRO¥ESMWEB¥jre¥bin>keytool.exe -import -trustcacerts -alias Idapsvr -file 
C:¥ldap¥client.pem -keystore ..¥lib¥security¥cacerts 

• Windows Vis ねレ:!降の OS の場合、コマンドプロンプトを管理者権限で実行して〈ださい。 

• " C:¥Pogram Files ¥ ESMPRO " はインス！ルした環境に応じて変更してください。 

• " C :¥ ldap ¥ client . pem " はインポートする証明書の格納場所及びファイル名に応じて変更してくださ 
い。 

• キーストアのデフオルトパスワードは" changeit " です。 
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■起動ポート番号の変更 

ESMPRO/ServerManager のインストール後に、使うポート香号を変更することができます。 
な下は HTTP 接続ポートを"8080"とした場合の手順です。 


1. な下に示す3つのサービスを停止します。 


[停止順を] 

1. ESMPRO/SM Event Manager 

2. ESMPRO/SM Common Component 

3. ESMPRO/SM Web Container 



2. ESMPRO/SM Web Container サービスの設定ファイル 「 serverxmlj を編集してポート 
番号を編集します。 

「server.xml」 は <ESMPRO/ServerManager をインス I—ルしたフオルダー >¥ESMWEB¥wbserver¥conf 
にあります。このファイルの中にポート番号が8080と指定されているな下のような <Connector> の記述 
を巧してポート番号を変更します。 
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3. シヨートカットファイル resmproj を編集します。 

resmproj は <ESMPRO/ServerManager をインスIルしたフォルダー >¥ESMWEB にあります。こ 

のファイルの中にポート香号が8080と指定されている記述を探してポート香号を変更します。 

フアイ { 巧化似 ■ 巧 0) «S(V) 〜レブ (H) 


[Internet み ortcut] ,_ _ 

URL=http：//local hos 妍 08 な esnp ro/ 


4. な下に示す 3 つのサービスを開始します。 
[ 開始順を ] 

1. ESMPRO/SM Web Container 

2. ESMPRO/SM Common Component 

3. ESMPRO/SM Event Manager 
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■ Tomcat との共存 

ESMPRO/ServerManager と Tomcat を同じコンピユーターにインスIルして使う場合、後からインスト 
-ルしたアプリケーシヨンが正常に動作しない場合があります。 

そのような場合は下記Iこ示す方まで回避することができます。 

1. な下に示す3つのサービスが開始されている場合は停止します。 


[ 停止順巧 ] 


1. ESMPRO/SM Event Manager 

2. ESMPRO/SM Common Component 

3. ESMPRO/SM Web Container 



2. Tomcat のサービスが開始されている場合は停止します。 

3. ESMPRO/SM Web Con ね ine けービスの設定ファイル 「 serverxmlj を編集してサー 
バーポートとコネクタポート番号を編集します。 

「 server.xml 」 は <ESMPRO/ServerManager をインス I— ルしたフナルダー >¥ESMWEB¥wbserver¥conf 
じあります。 

このファイルの中に 「Serverport="8 105 "」 「Connectorport="81 09 "」 と指定されているな下のような記 
述を探してサーバーポート番号を 8105 なかの値、コネクタポート番号を 8109 な外の未使用の値に変更 
してください。 
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—サーバーポート番号 

「ファイル(りお集化）きす脚表示(の〜レブ ( B ) 

I imitations under the License. 

I —> 

く ！-- Example i)erver Configuration File --> 

<1-- Note that component elements are nested corresponding to their 
parent-chi Id relationships with each other --> 

<1--A "Server is a singleton element that represents the entire JVM, 
which may contain one or more "Service" instances. The Server 
Iistens for a shutdown command on the indicated port. 

Note ： A Server" is not itself a "Container ， so,,you may not 
define subcomponents such as "Valves" or "Loggers at this level. 

--> 

<Se rve 「 po rt で " 810 日 つ shut down="SHUT 孤 WN"> 

く ！-- Comment these entries out to disable JMX MBeans support used for the 

administration web application —> " ■, 

く Listener className= : 〇厂 s.apache.catalina.core.AprLifecycleListener" SSLEnsine= on" /> 
' 〈List ener className= こ o rg.apache.cata Iina.core.Jaspe rList ene r" /> " 

<Listener className= こ o rg.apache.cata Iina.core.JreMemoryLeakPreventionListene r" / ミ 
<List ener cl assName= こ o rg. apache, cat a I ina. mbeans.GI obal Resou rcesL i f ecyc I eL i st ene て "/ > 

< し ist ener className="o rg.apache.catalina.core.Thread し oca I し eakP reventionListene r" /> 

く ！-- Global JNDI resources --> 

I <GIobalNamingResou rces> 

<1-- Test entry for demonstration purposes --> 


ーコネクタポート番号 _ 

「ファイル旧お集のき式脚表示(乂）〜レプ比〇 

く I. 一 

< Connect or port ="8443" maxHt1:pHeaderSize="8192" 

maxThreads= 150 minSparelhreads= 25 maxSpareThreads= 7 つ 
enabieLookups="false disab IeUp!oadTimeout="t rue" 
acceptCourYt="100" scheme="https" secure= true" SSLEnabled="true" 
cl ien"EAuth= "false" ssIProtocol ="TLS" /> 

一 > 

く ！-- Define an Connector on port 8009 --> 

<Connector port な 16 り 

enab I を研が I^s= "f a I se" red i rectPori="8443 " p rot oco I = "AJP/1.3 " /> 

<1-- Define a Proxied HTTP/1.1 Connector on port 8082 —> 

<1-- See proxy documentation for more informat ion about using this.--> 

く I.-- 

<Connector port ="8082" 

maxTh 厂 eads="150" minSpa 厂 eThreads="25" maxSpareThreads="7 ご 
enabieLookups= false acceptCount ="1 00" connectionTimeout ="20000 
P roxyPo rt ="SO disab IeUploadTimeout = t rue" /> 

--> 

<1-- An Engine represents the entry point (within Catalina) that processes 
every request. The Engine implementation for Tomcat stand alone 
analyzes the HTTP headers included with the request, and passes them 
on to the appropriate Host (virtual host).--> 

<1-- You should set jvmRoute to support Ioad-ba1ancing via AJP ie : 

<Ensine name="Catalina" defaultHos 十 =I oca I host" jvmRouie= j vml"> 


4 -が下に示す 3 つのサービスを開始します。 
[開始順序] 

1. ESMPRO/SM Web Container 

2. ESMPRO/SM Common Component 

3. ESMPRO/SM Event Manager 
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5. Tomcat のサービスを 開始し ます。 





• ESMPRO/ServerManager と Tomcat の起動ポート香号は重複しないように設定してください。 
ESMPRO/ServerManager の起動ポート蓄号を変更する場合は、前項の[起動ポート香号の変更]を 
参照してください。 

• Tomcat での SSL 通信、または、 Tomcat と Apache を連携する場合、その他のポート香号に変更 
してください。詳細は Tomcat の説明書を参照してください。 


■旧バージョンの ESMPRO / ServerManager からバージョンアップした場合 

ESMPRO/ServerManagerVer. 4からバージョンアップした場合、オペレーションウインドウの情報は引 
き継がれますが、 Web GUI には管理対象サーバーが表示されません。 

管理巧をサーバーを Web GUI に表示するためには、 Web GUI 上で自動登録を行ってください。 

~ . • DianaScope Manager がインストールされていた場合、バージョンアップを， Web GUI に 
DianaScope Manager の管理対象サ ー/ く一は表示されます。 

• ESMPRO/ServerAgent Ver . 4.1 未滿などの管理対象外サーバ ー 、および、マップは Web GUI に登録 
されません。 
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ESMPRO/ServerManager Ver. 5.7 



アシイシストール 


ESMPRO/ServerManager のアンインスIルについて説明します。 


1. アンインスIル 

ESMPRO/ServerManager のアンインスIル手順について説明しています。 
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I. アンインス I ル 


ESMPRO/ServerManager のアンインスI—ルの方まを説明します。 


1 . 1 アンインストール手順 


• システム起動直後にアンインストールを実行すると失敗する場合があります。 

エラーメツセージが表示された場合は、システムが完全に起動してからアンインストールを始めて<ださ 
い。 

• CLUSTERPRO を構築している場合は、アンインストール前に CLUSTERPRO のソフトウエア構築ガイ 
ドのアンインストール手順をご確認ください。 


1. ビルトイン Administrator (または管理者権限のあるアカウント)で、サインイン(ログオン) 
します。 

2. 実行しているアプリケーシヨンを終了します。 


3. アンインストールを開始します。 

[コントロール パネル]から[プログラムと機能]、または[プログラムの追加と削除]を起動します。 
現在インストールされているプログラムの一覧より、 ESMPRO/ServerManager を削除します。 


4. アンインストールする機能を選択します。 

アンインストールする項目を選択し、 [OK] をクリックします。 

[すべて削除]を選択 ： ESMPRO/ServerManager および追加された機能がすべて削除されます。 


陡加機能の削哟を選択 ：選択した機能が削除されます。追加されていない機能は選択できません。 


^アシインストール括法の这巧 


アンインストールを巧う概おを遇巧してください。 


f ? 口巧 

すぺての概能のアンインストールを行 L なす。 

一广 追加概能の刖除を） 

ぷ巧された下記追加碟能のアンインストールを化ます。 
厂 P> て Ssrv.ce(P) 
r HP 邸 enV;;wjI 携视能お） 


OK I キ ドノセル I 


たこ 追加機能がない場合は、アンインストール機能の選が画面は表示されません。 
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5. アンインストール実行を確認します。 

実行中のアプリケーシヨンがないことを確認し、 [OK] をクリックします。 
選択された項目のアンインストールが開始されます。 


ESMP RO/Server Manager のアンインストール 


ESMPRO / ServerManager のアンインストールを開化します。 
閒抬前こ実行中のアブリケーシ3ンぞが了させてください。 

I……….'… OK.ii キトンセル」 


6. 更新パッケージ保存フォルダの削除を確認します。 

(更新パッケージの保存フナルダーが存在しない場合は、表示されません。） 
更新パッケージを削除するか削除しないかを指定して[次へ]をクリックします。 



アンインストールがが了するまでお待ち < ださい。 

7. アンインストールが終了します。 

[OK] をクリック後、 OS を再起動します。 （OS は自動で再起動しません。） 



.心 . 環境によって表示されるメッセージが異なります。 

nnnnl 
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1 . 2 アンインストール時のを意事項 


■ ESMPRO / ServerManager アンインストール時のメツセージ 

0S によって ESMPRO/ServerManager のアンインス!ルを実行すると、エクスプローラーが動作を停止 
したとのメッセージが表示される場合があります。ただし、アンインストールは正常に終了しており、シ 
ステムに影響はありません。 

■プログラム互換性アシスタントダイアログボックスのメ ッセー ジ 

ESMPRO/ServerManager のアンインス！ル終了後、環境によっては「このプログラムは正し〈アンイ 
ンストールされなかった可能性があります」とのメッセージがま示される場合がありますが、アンインス 
トールは正常に終了しています。 

[このプログラムは正し < アンインストールされました]、または[キャンセル]ボタンをクリックして終了し 
てください。 

■再起動時の エラーメッセージ 

InstallShield 2008の不具合によリアンインストール後の初回再起動時にな下のエラーメッセージが表示 
される場合がありますが、アンインストールは正常に終了しています。 


じが ROGRA— け INSTAL ■けが 342F- け setup exe 


〇 谴熙懲側ぶ®谋が被請!函^^^ 

[ L —— 邸 :………I 


■ HP OpenView Network Node Manager のアラームカテゴリー 

HP Open View 連携をアンインスI—ルした場合、 HP OpenView Network Node Manager のアラームカテ 
ゴリーに [ESMPRO トラップ]が削除されず残ってしまうため、手動で削除してください。 
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ESMPRO/ServerManager Ver. 5.7 

付録 

ESMPRO/ServerManager についてのを意事項、ポート、サービスについて説明します。 

1. 注意事項 

ESMPRO/ServerManager を巧うにあたりを意すべき点を説明しています。 

2. 利用ポート/プロトコル 

ESMPRO/ServerManager が巧うポート、プロトコルについて説明しています。 

3. サービスー 覧 

ESMPRO/ServerManager がイ吏うサービスー 覧 について説明しています。 
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/. を意事項 

ESMPRO/ServerManager をインストールした場合は、ホの点を確認してくださし、。 


/•/ ESMPRO/ServerManager 


■インストールの際の確認 

• Windows Server 2008な降の OS 上に ESMPRO/ServerManager をインスIルする場合は、 OS 上の 
[口ーカルセキュリティポリシー]-[認証後にクライアントを偽証]の設定でユーザーアカウント 

「Administrator」 を削除しないでください。 

• ESMPRO/ServerManager は、現在インスI—ルされているバージョンから古いバージョンへダウング 
レードできません。古いバージョンを使う場合は、いったんアンインストールしてから、再度インス 
トールしてください。ただし、アンインストールすると登録巧みの情報はすべて削除されます。 

• インストール中に &L 下のメッセージが表示された場合は、インストールを再実行してください。 

「共通コンポーネントに必要なファイルの書き込みに失敗しました」 

「共通コンポーネントに必要なファイルのクローズに失敗しました」 

• ESMPRO/ServerManager をバージョンアップする場合は、あらかじめ、 ESMPRO/ServerManagerl こ 
ログインしている Web ブラウザーをすべてログアウトしてください。ログインした状態で 
ESMPRO/ServerManager をバージョンアップした場合、バージョンアップ後の操作でブラウザー上じ 
エラーが表示されることがあります。 

本現象が発生した場合は、 ESMPRO/ServerManager にログインしているすべての Web ブラウザを閉じ 
た後、な下のサービスを再起動してください。 

[停止順序] 


1. ESMPRO/SM Event Manager 

2. ESMPRO/SM Common Component 

3. ESMPRO/SM Web Container 
[開始順序] 


1. ESMPRO/SM Web Container 

2. ESMPRO/SM Common Component 

3. ESMPRO/SM Event Manager 

• ESMPRO/ServerManager のパ’ージョンアップ後、 Web ブラウザーが正しくま示されない場合がありま 


す。 


この場合、な下の手順に従って操作してくださし、。 


[Internet Explorer 8] 

1. [セーフテイ]メニューをクリックします。 

2. [閲 K の履歴の削除]を選択します。 

3. [インターネットー時ファイル]をチェックします。 

4. [削除]ボタンをクリックします。 
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[Internet Explorer 10] 

1. [ツール]ボタンをクリックします。 

2. [ セーフテイ ] メ ニュー をクリックします。 

3. [閲質の履歴の削除]を選択します。 

4. [インターネッI時ファイルおよび Web サイトのファイル]をチェックします。 

5. [削除]ボタンをクリックします。 

[ 円 refox ESR17] 

1. [Firefox] ボタンをクリックします。 

2. [オプション]をクリックします。 

3. [詳細]パネルを選択します。 

4. [ネットワーク]タブを選択します。 

5. [オフラインデータ]セクションの[今すぐ消去]ボタンをクリックします。 

6. [OK] ボタンをクリックしてオプションウインドウを閉じます。 


■ Windows ファイアウオールの設定 


Windows ファイアウォールがち効になっている場合、 Web クライアント、および、管理対象サーバーとの 
通信が遮断されるため、正常に動作しません。 


Windows ファイアウホールをち効にして ESMPRO/ServerManager を巧う場合は、必要なポートを開いて 


ください。 





ESMPRO / ServerManager で利用するポート、プロトコルは、「4 章 2利用ポート/プロトコル」を 参 
照してください。 


■複数の ESMPRO / ServerManager の利用時 

1台の管理対象コンポーネントを最大3台の ESMPRO/ServerManager からリモート管理できますが、な下 
の点にごを意〈ださい。 

参マネージメントコントローラー管理機能は、必ず1つの ESMPRO/ServerManager で管理して〈ださし、。 
参 RAID システム管理機能、および ExpressUpdate 機能は、必ず1つの ESMPRO/ServerManager で管理し 
てください。複数の ESMPRO/ServerManager に同じ管理対象コンポーネントをを録する場合は、管理 
対象コンポーネントの RAID システム管理機能、および ExpressUpdate 機能を未登録に設定して〈ださ 
い。 

参同じ屋体上の複数の EM 力ードおよびブレードサーバーは1つの ESMPRO/ServerManager で管理して 
ください。 

■パワ ー OFF 、 パワーサイクル、リセット 

管理巧をサーバー上の OS 状態に関わらずハードウIアで制御するため、システム破壊などの可能性があ 
ります。運用には十分ごを意ください。 

■ BIOS セットアップユーティリティーが起動されている状態でのパワ ー OFF 、 
パワーサイクル、リセット 

管理巧をサーバーが BMC 搭載装置の場合、 BIOS セットアップユーティリティーを終了してから、パワー 
OFF、 パワーサイクル、リセットしてください。 BIOS セットアップユーティリティーが起動されている 
場合、 BMC の コンフイグレーシヨン 設定の陣報]が無効になります。 
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■ OS シャツトダウン 

ESMPRO / ServerManager は、管理対象コンポーネント上の Agent モジュールに対して 0 S シャットダウン 
を指示します。優ホ順位は、 ESMPRO/ServerAgent Extension 、 ESMPRO / ServerAgent、ExpressUpdate 
Agent となります。 

ESMRPO/ServerAgent Extension、ExpressUpdate Agent が OS シャットダウンを制御する場合は、 
ESMPRO / ServerAgent の「マネージャからのリモートシャットダウン/リブートを許可する」設定に関わ 
らず、 0 S シャットダウンを行ないます。 

■ IPMI 情報の取得 

管理巧をサーバーが電源 OFF 状態では、マネージメントコントローラー情報と保守交換部品情報 ( FRU ) の 
一部のレコードを読み込むことができません。 

また、一部センサーの現在の状態を読み込むことができません。 

■リモートコンソールの同時接続 

1つの ESMPRO / ServerManager が管理対象サーバーのリモートコンソール操作しているときは、他の 
ESMPRO / ServerManager はその管理巧象サーバーに対してリモートコンソールを実行できません。 

管理巧をサーバーは1つの ESMPRO / ServerManager へだけ、リダイレクシヨンデータを送信することがで 
きます。 


■ 0 S 起動前または DOS 起動時のリモートコンソール 

管理巧をサーバー上でグラフィック画面が表示されている場合は、リモートコンソールで正しく表示され 
ません。管理対象サーバーがテキスト画面の場合にだけリモートコンソール画面が表示されます。 

また、 DOS 上の日本語を表示する場合は、な下のを意事項があります。 

• あらかじめ管理対象サーパ’一の BIOS セットアップユーティリティーで [ Server ]- に onsole Redirection ] 
- [Terminal Type ] を [ PC - ANSI ] に変更して < ださい 。 (IOS Se 山 p に Terminal Type 項目が巧在しない管理 
巧をサーバーの場合 、 Terminal Type は PC - ANSI に設定されているため、そのまま使えます。） 

• DOS は英語モード(日本語ドライバーなし)で起動して〈ださい。このとき、管理対象サーバー上では 
正しく表示されませんが、 ESMPRO / ServerManager 上のリモートコンソールでは日本語が表示されま 
す。 


■リモートコンソールが中断される場合 

管理巧をサーバーがな下の状態の場合、リモートコンソールからキー入力ができない、または、キー入力 
された画面の表示が遅れることがあります。 

-管理対象サーバーの電源 ON 直後 
- DOS ブート中 

-リムーバブルメディアにアクセス中 
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■特殊文字の表示 

BIOS からのリダイレクシヨンによるリモートコンソール画面は、 W 下の場合に正し < 表示されません。 

参 Terminal Type 

管理巧をサーバー上の BIOS セットアップユーティリティーで Terminal Type 力 《 PC - ANSI な外に設定さ 
れている場合、 POST や DOS の画面の日本語をリモートコンソールで正し < 表示されません。 

• 特巧义字 

畳線や矢印が正しく表示されません。また、半角左矢印は表示されません。 

• ユーザー定義フォント 

ユーティリティー独自のフォントを使っている場合は、ま示されません。 

■リモートコンソール上に意図しないキー入力が表示される場合 

管理巧をサーバーが BMC 搭載装置の場合に、モデム接続またはダイレクト接続で、管理対象サーバーで 
Windows 起動時の Special Administration Console (な降、 SAC ；) 画面のリモートコンソールや Linux からのリ 
ダイレクシヨンによるリモートコンソール中に、 ESMPRO / ServerManager から BMC へコマンドを発行す 
ると、管理対象サーバー上に意図しないキーが入力されることがあります。 

■リモートコンソール上にキー入力できない場合 

参管理巧まサーバーの電源 ON 直後、 DOS ブート中、リムーバブルメディアにアクセス中のときは、リモ 
ートコンソールからキー入力ができない場合や、キー入力された画面の表示が遅れる場合があります。 
参リモートコンソールは IPMI 準拠の Serial Over LAN (な降、 SOL ) 機能と BIOS の Serial Redirection 機能を 
巧って実現しています。リモートコンソール経由で操作する管理対象サ ー/ 《一のファームウ I ア (BIOS 
等)/ソフトウエアが VT 100 端末エミュレータ ー( ハイパーターミナル等)で制御できないキーコードを期 
待している場合リモートコンソールからも操作できません。詳細は、各ファームウエア■ソフトウエ 
アのドキュメントを参照してください。 

■ RAID EzAssist Configuration Utility の起動 

LAN 経由のリモートコンソールから RAID EzAssist を操作する場合は、 BIOS セットアップユーティリティ 
—で 、 Console Redirection の項目を Disable に設定し、再起動した後 、 RAID EzAssist を起動してください。 

■電力管理 

参管理対象サーバーの電力値測定における測定結まは、+/-10%の誤差をさみます。 

• 電力値は 、 Power Cap value にまで達しない場合があります。 

電力制御は 、 CPU / メモリの周波数を下げることによりシステムの消費電力を下げます。 

CPU / メモリのスロットリング値が1000/〇に達している場合には、それ lil 上には電力値は下がりませ 
ん。 

[MFI 


電力監視/電力制限機能の詳細に関しては ExpressPortal サイトのな下のリンクホを参照.してくださ 
い。 

http : //WWW- nec . co.j p/produ cts/exp ress 
「 PC サーバのサポート情報」一「カテゴリから選キ尺する-巧術情報」 

一「オプション-リモートマネージメント関連」一 「 Express 5800巧術情報」 
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■ CPU ブレード自動き録 

CPU ブレード自動登録の接続チェックでエラーが発生した場合は、各 CPU ブレード(管理対象サーバ ー) の 
[サ ー/ 《設定]-[接続設定]から接続チェックを実行してくださし、。 CPU ブレード自動を録を再実行しな〈て 
も、接結チてック終了後にサーバーを操作できるようになります。 

CPU ブ レー ド自動き録設定によって、特定の IP ア ドレスを1 つの CPU ブ レー ドから別の CPU ブ レー ドに設 
定し直した場合 ( CPU ブ レー ドを置換して CPU ブ レー ドを自動登録した場合など)は、管理 PC の ARP テー 
ブルにちい情報が残っているために CPU ブレードと通信できないことがあります。情報が更新されるまで 
をってから、接続チェックを実行してください。 

■ ESMPRO/ServerManager と DianaScope Agent 、 または 
ESMPRO/ServerAgent Extension の共存 

管理巧をサーバーがアドバンスドリ モー ト マネー ジメン トカー ドまたは EXPRESSSCOPE エンジンシリ 
—ズを搭載している場合、 ESMPRO / ServerManager は自身のサーパ'—を管理することができます。 

管理巧象サーバーが標準 LAN ポートを使う BMC を搭載している場合、 ESMPRO / ServerManager は自身の 
サーバーを管理することはできません。 ESMPRO / ServerManager と DianaScope Agent 、 または 
ESMPRO/ServerAgent Extension を同ーサーバーにインス I —ルすることはできますが、 
ESMPRO / ServerManager がインストールされているサーパ'—への通信が 0 S によって内部的に姐理され 
てしまい、目 MC との通信することができません。 

■エクスプレス通報サービス ( MG ) との共巧 

エクスプレス通報サービス ( MG ) を同じサーバーにインストールしている場合、バージョンを確認してくだ 
さし、。 

エクスプレス通報サービス ( MG ) のバージョンカ 《1. XW 下の場合、 2. X な上へアップデートしてください。 

-エクスプレス通報サービス ( MG ) の最新版はな下の NEC サポートポータルよリダウンロードできます。 

h 咕 s :// www ' support ' nec ' co ' jp / View ' aspx ? id =9010102124 
-エクスプレス通報サービス ( MG ) のバージョン確認方ま 

「コント ロール パネル」一「プログラムと機能」画面で、「エクスプレス通報サービス ( MG )」 を選択し 
て、バージョン情報を確認してください。 

■ J 旧2004対応 

本バージョンの ESMPRO/ServerManager は 、 Windows Vis ね、および Windows Server 2008な降の OS でサ 
ポートされた新しい文字コードの規格である J に2004で追加された文字には対応しておりません。そのた 
め、 J に2004で追加された文字(おもに第三、第四水準の漢字)を各種設定画面で入力したり、表示したり 
することはできません。 

また、インストーラーが誤動作する恐れがあるため、 J に2004で追加された文字をインストール時のイン 
ストールパスに使わないでください。 
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■ EM 力ードの登録 

参 EM 力ードをを録する場合、システム管理とマネージメントコントローラー管理の両方をち効にしてく 
ださい。 

参自動登録や接続チIックの際にどちらかの通信が失敗した場合、両ちの管理が無効になり EM カードと 
して認識されません。 

その場合、正しい f 妾続設定後に再度を続チェックしてください。 

参オペレーシヨンウインドウから EM 力ードをを録した場合、 ESMPRO/ServerManager 上では EM 力ード 
はを録状態が無効でを録されるため、管理するためには接続チ X ックして〈ださい。 

■リモート制御 

な下のを件をすべて満たしている場合、 ESMPRO/ServerManager からリモート制御が動作しません。 

• Windows Vis ね、または Windows Server 2008な降の OS を搭載したコンピューター上に 
ESMPRO/ServerManager をインスI—ルした場合 
参管理巧まサーバーが、な下の BMC を搭載している場合 
-標準 LAN ポートを使う BMC 

-アドバンスドリモートマネージメントカードまたはホ目当 BMC 
参管理対象サーバーが電源 OFF 状態の場合 

上記に該当するコンピューターを管理対象サーバーとする場合は、 Windows Vista、 または Windows Server 
2008な前のパ’ージヨンの OS 上に ESMPRO/ServerManager をインストールしてください。 


■監視画面の表示 

アラートビユーアを起動したまま、 ESMPRO/ServerManager の監視画面を終了し、再度起動すると、す 
でに表示されているアラートビユーアの画面が書き換わってしまい、画面の動作がおかしくなることがあ 
ります。 

その場合は、監視画面■アラートビユーアを終了し、再度起動してください。 


■ ESMPRO/ServerManager, ESMPRO/ServerAgent のバージヨン 

ESMPRO/ServerManager の製品バージョンカ 《ESMPRO/ServerAgent の製品バージョンよりも古い場合の 
監視は、サポートしていません。 

ESMPRO/ServerManager の製品パ’ージョン含 ESMPRO/ServerAgent の製品バージョンとなるようじ、 
ESMPRO/ServerManager をバージョンアップして〈ださい。 

■ SNMP 管理アプリケーションとの共存 

SNMP トラップを受信する SNMP 管理アプリケーションと ESMPRO/ServerManager とが共存している場 
合は、トラップ受信ポートの競合が発生し、どちらか一方の製品で SNMP トラップを受信できなくなるこ 
とがあります。そのような場合は下記に示す方まで回避することができます。 

[回避策] 

SNMP 管理アプリケーションカ <OS 標準の SNMP Trap Service を使うトラップ受信をサポートしている場 
合は、 ESMPRO/ServerManager のアラートビユーアの[アラート受信設定]で [SNMP トラップ受信モま]を 
[SNMP トラップサービスを使用する]に変更することで回避できます。 
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■ DHCP を使う場合 

ESMPRO では IP アドレスを元に通信します。そのため、 ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO/ServerAgent 
がインストールされた 0 S で、 IP アドレスが動的に変わる DHCP は巧わないでください。 

■ SNMP トラップ送信先の設定 

ESMPRO / ServerManager , ESMPRO / ServerAgent を同じ コン ピューターにイ ンス I ルして巧う場合、そ 
の コン ピューターの SNMP トラップ送信先にはループバックアドレス (127.0.0.1) ではなく、 LAN ボードに 
割り当てた IP アドレスまたはホスト名を指定してください。127.0 .0.1 を指定すると、アラートビューア 
での表示が"不明なサーバ"となります。 

ただし、ネットワークにを続しないコンピューターでは127.0 .0.1 を指定してください。下記の[ネットワ 
-クに接続しないコンピューターでの監視]を参照してください。 

もし、 LAN ボードに割り当てた IP アドレスまたはホスト名に設定してもアラートビューアでの表示が 
コンポーネント 不明なサーバ 

アドレス 127.0 .0.1 

となる場合は、[サーバ設定]の[接続設定]で、管理対象サーバーの IP アドレスを127.0 .0.1 に変更してくだ 
さい。 

■ネットワークに接続しないコンピューターでの監視 

物理的にネットワーク I こ接続しないコンピューターに、 ESMPRO / ServerManager , ESMPRO/ServerAgent 
をインストールし、自身のコンピューターを監視する場合はな下の手順に従って操作してください。 

参サーバーの自動を録時に IP アドレス範囲指定検索し、開始/終了アドレスに「127.0.0.1」を指定します。 

• SNMP トラップの送信ホに「127.0.0.1」を指をします。 

すでに管理対象サーバーを登録巧みの場合は、いったんサーバーを削除した後、自動登録してください。 

■ ESMPRO ユーザグループ 

ESMPRO / ServerManager は ESMPRO ユーザグループ(デフオルト Administrators ) によリセキュリティー 
を管理して いるため、 この情報にアクセスできないと正常に動作することができません。 

な下の点にごを意〈ださい。 

• ESMPRO / ServerManager の インス トール後 、 ESMPRO ユー ザグループの削除/名称変更などはしな 
いでください。 

• ESMPRO ユーザグループをグローバルグループとしてを録している場合、 ESMPRO/ServerManager 
管理の起動前にドメインコントローラーが起動するように運用してください。 

■ OS のアップグレードインストール 

ESMPRO / ServerManager がインス I ルされている環境を Windows Vis ねへアップグレードする場合は、 
ESMPRO / ServerManager を本バージョンにバージョンアップ後、 OS をアップグレードして < ださい。 
Windows Vis ねな外の OS へアップグレードする場合は、 ESMPRO / ServerManager のアンインス I ル後、 
OS をアップグレードしてくださし、。 
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■サーバー状態/構成情報のま示 

ESMPRO / ServerManagerVer . 5.23 W 前からのバージョンアップの場合、管理対象サーバーの装置構成に 
よっては、[サーバ状態/構成情報]の各項目選択時、情報表示に時間がかかることがあります。その場合、 
な下を設定してください。 

参表示自動更新間隔を5秒(デフオルト値)から60秒に変更してください。 

JavaScript による動的な自動更新間隔を伸ばすことにより、管理対象サーバー上の 
ESMPRO/ServerAgent へのアクセス負荷を減らすことで情報表示にかかる時間を短縮できます。 

<設定変更窗巧> 

[環境設定]-[オプション]-[ま示自動更新]-[更新間隔] 

■ネットワーク速度の表示 

• Linux サーバーを監視した場合、管理対象サーバーの[サーバ状態/構成情報]のネットワークー般情報画 
面のスピードが表示されません。スピードは装置側でご確認< ださい。 

• スピードが lOGbpslil 上のネットワークインターフてースを実装している Windows サーバーを監視し 
た場合、管理対象サーバーの[サーバ状態/構成情報]のネットワークー般情報画面のスピードにま示さ 
れる値が正しくないことがあります。スピードは装置側でご確認ください。 

• LAN ケーブルが接続されていないネットワークインターフエースを実装している Windows Server 
2008がインストールされているサーバーを監視した場合、管理対象サーバーの[サーバ状態/構成情報] 
のネットワークー般情報画面のスピードに正しくない値 (4, 294 Mbps ) が表示される場合があります。 

■ネットワークステータスの表示 

Windows Vis ねがインストールされているコンピユーターを監視した場合、ネットワークが稼働中であっ 
ても、管理対象サーバーの[サーバ状態/構成情報]のネットワークー般情報画面のステータスに[化止中]と 
表示されることがあります。その場合、ステータスは装置側でご確認ください。 

■チーミン グ しているネットワークインター フエー スの表示 

OS によっては、ネットワークインターフ ； L —スをチーミングしている場合、管理巧象サーバーの[サーバ 
状態/構巧情報]のネットワーク情報が正しく表示されないことがあります。ネットワーク情報は装置側で 
ご確認ください。 
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■ OS の省電力機能 

参 ESMPRO/ServerManager を インス トールした コン ピユーターが省電カモードに移行すると、 

ESMPRO/ServerManager の機能(アラート受信、サーバーの状態監視等)が動作を停止します。省電力 
機能は無効にして運用されることを推奨します。 

• 管理巧をサーバーのネットワークアダプターの設定で Wake On Directed Packet を有効にしていると、 
管理巧をサーバーが省電カモードに移行しても、 ESMPRO/ServerManager のサーバーの状態監視機能 
による定期的なパケット送信により、管理対象サーパ'-がすぐに復帰します。このような場合は、 Wake 
On Directed Packet を無効に設定してください。 


■Windows Vista へのインス I —ル時に Windows ログに登録されるイベント 

ESMPRO/ServerManager を Windows Vista ヘインスI—ルすると、な下のようなイベントが Windows ログ 
(システム)に登録されることがありますが、問題はありません。 

ソース ： Windows Defender 

イベント ID : 3004 

レベル ：警告 

説巧 ： Windows Defender リアルタイム保護エージェントで、変更が検出されました。こ 

れらの変更したソフトウ X アに潜在的リスクがないか分がすることをおおめしま 
す。これらのプログラムの動作方まに関する情報を使用して、これらのプログラム 
の実行を許可するか、コンピュータから削除するかを選巧できます。プログラムま 
たはソフトウ X ア発行をを信頼できる場合のみ、変更を許可してください。 
Windows Defender は許巧された変更を元に戻せません。 


■インストール時にイベントログに登録されるイベント 


ESMPRO/ServerManager をインス1ルすると、な下のようなイベントがイベントログ(アプリケーシヨ 

ン)に登録されますが、セキュリティー上の問題はな〈、特に対処の必要はありません。 

ソース 

: WinMgmt 

ィベン HD 

: 5603 

レペル 

:警告 

説明 

プロバイダ ServerManager WMI Support extension は WMI 名前空間 

Roo が NEC¥ESMPRO¥SM¥WSX に登録されました力《、 HostingModel プロパティカ《 

指定されませんでした。このプロバイダは Loca に ystem アカウントで実行されます。 

このアカウント1こは特権があり、プロバイダがユーザ要求を正しく偽装しない場合 

はセキュリティ違反が起こる可能性があります。プロバイダのセキュリティの動作 

を確認し、プロバイダを録の HostingModel プロパティを、必要な機能が実行できる 

最小限の権限を持つアカウントに更新してください。 


プロバイダー名としては上記のほかに ESMPROProvider があります。 
ソースや説明は OS によって違いがあります。 
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■管理対象サーバーのリプレース 

管理巧をサーバーをリプレースした場合、サーバー名 ■ IP アドレス等の設定が同じ場合でも、そのままで 

は、新しいサーバーが認識されず、サーバーの状態や構成情報が表示されません。 

対象のサーバーをいったん削除し、再度自動登録を行ってください。 

■自動を録 

参オペレーションウィンドウだけにを録されている管理対象サーバーは、自動登録の検索範囲外であっ 
ても自動登録の結果一覧に表示され、 ESMPRO/ServerManager に管理対象サーパ’一として登録されま 
す。 

• 自動登録の検索範囲巧に、 Ver . 4.1 未満の ESMPRO/ServerAgent などの管理対象外サーパ'-が含まれて 
いる場合、 ESMPRO/ServerManager には登録されませんが、オペレーションウィンドウには登録され 
ます。 

• システム管理だけで CPU ブレードを登録して置体情報を作成後、同じ憧体に実装されている別の CPU 
ブレードをマネージメントコントローラー管理を有効で登録する場合は先に登録したシステム管理の 
CPU ブレードを削除して再登録してください。 

参自動登録中や接続チェック中は、別の操作や画面移動をしないで〈ださい。 

参自動登録の検索範囲巧に接続チ X ックしていないサーバーがある場合は、必ず接続チ X ック後、自動 
登録してください。 

• 自動登録で発見されたサーバーは、オペレーションウィンドウ上では正しいマップ配下に登録されな 
い場合があります。必要に応じて手動でアイコンを移動してください。 

■オペレーションウィンドウ上で管理対まサーバーを手動登録した場合 

オペレーションウィンドウで手動登録した管理対象サーパ'-のアイコンは、 Web GUI に表示されません。 

Web GUI にま示するには、 WebGUI で自動を録を行なってください。 

■ VMware 認証 

VMware ESXi 5サーバーと ESMPRO/ServerManager 間で VMware 認証を行うと、 ESMPRO/SM Common 

Componen けービスを再起動するまで、同じ認証情報（ユーザ名/パスワード）を利用します。そのため、 

VMware 認証したサーバーで、接続設定画面で認証情報を変更したり、サーバーを削除した後再登録し、 

新しい認証情報を設定したりした場合も、前の認証情報を巧って認証を試みます。新しい認証情報は、 

VMware 認証が失敗するか、サービスを再起動後に利用します。 
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■管理対象サーバーのプロパティ情報を変更する場合 

オペレーシヨンウィンドウでアイコンのな下のプロパティを変更した場合、 Web GUI に反映されません。 
変更は、 Web GUI の接続設定画面で行なってください。 

-別名 

- IP アドレス 
- SNMP コミユニティ名 
- UUID 

^ ' オペレーシヨンウィンドウで管理されている"別名’’と、 Web GUI で管理されている"別ち"は異なる情報で 

FMFI 


■状態監視間隔の変更 

SNMP 状態監視間隔の既定値は1分です。 

状態監視間陌を変更する場合は、オペレーションウィンドウのサ ー/ く一のアイコンプロパティ[サ ー/ 《状態 
監視間隔(分)]を変更してください。 


■システム エラーからの 回復 

万が一、システムエラーが発生した場合は、画面の指示に従ってください。 

指示がない場合は、ブラウザーを再起動してください。 

■ 管理対象サーバーが通信不能となった場合 

[サーバ状態/構成情報]ツリーを表示した状態で、サーバーがダウンしたりネットワークの問題等で通信不 
能となったりした場合、[グループ]または[憧体]ツリーのサーバーのアイコンが不明となります。その時に 
表示している構成情報ツリー項目の状態色は最新の情報とは限りません。[グループ]または[置体]ツリーよ 
り対象サーバーのアイコンをクリックし、[サーバー状態/構成情綱ツリーを再表示してください。 

■サーバーの構成変更 

[サーバ状態/構成情報]ツリーを表示した状態で、サーバーでハードディスクドライブの挿巧などの構成を 
変更した場合、[サーバ状態/構成情報]ツリーにサーバーの構成が反映されません。 

構成を更した場合は、 [グルー プ]まわは[屋闲ツリーにま示されている対象サーバーのアイコンをクリック 
し、[サ ー/ 《状態/構成情報]ツリーを再表示してください。 


■ EM カード状態/構成情報の表示 

[ EM 力ード状態/構成情報]ツリーを表示した状態で、装置側で CPU ブレードの挿巧などのハードウ I アの 
変更、または、 EM カードの電源冗長モードの変更など構が情報に影響のある設定変更を行った場合は、[グ 
ループ]または[憧体]ツリーに表示されている対象 EM 力ードのアイコンをクリックし、 [ EM 力ード状態/構 
成情報]ツリーを再表示してください。 
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■ Web ブラウザーでページが閲覧できない場合 

Web ブラウザーに、「ページをま示できません」、「サーバーが見つかりません」とメッセージが表示され 
ぺージが閲 K できない場合は、 ESMPRO / ServerManager と化のアプリケーシヨンでポートの競合が発生 
している可能性があります。 

「2章3インストールを終えた後に」の 「 Tomcat との共存」に記載している手順を参照して〈ださい。 

■ RAID の操作 

[サーバ状態/構成情報]ツリーで RAID に関連する操作時のを意事項等に関しては、管理対象サーパ'-にイン 
ス I ルされている Universal RAID Utility ( Ver .2.1 な降) のユー ザーズガイドを参照してください。 

■ア ラート ドリブンの ステータス 管理機能 

Windows アプリケーシヨンで提供していた、アラートの重要度によりサーバーの状態を管理するアラート 
ドリブンのステータス管理機能は、 Web ブラウザーでは使えません。 

Windows アプリケーシヨンで同機能を使う設定にしていた場合、 Web サーバー側の Windows アプリケーシ 
ヨンのアラートビューアの起動/操作/終了により、クライアント側の Web ブラウザーのサーバーの状態色 
がを化してしまうため、サーバーの状態を誤認する恐れがあります。 

Windows アプリケーシヨンのアラートビューアの、アラートドリブンのステータス管理機能は巧わない設 
定でお使いください。 

■ Suspend Periods 設定 

管理巧をコンポーネントに設定した suspend periods のスケジュールと同一のスケジュールを、グループ 
I こ対して設定した場合、 ESMPRO / ServerManager はグループのスケジュールを優先し、管理対象コンポ 
—ネントに設定済みの重複するスケジュールを削除します。 

その後、管理対象 コ ンポーネントの所属グループを別のグループに変更すると、管理対象 コ ンポーネント 
から、元のグループのスケジュールが削除されますのでご;'主意ください。 

■ EXPRESSCOPE エンジン3のデフォルト設定 

ESMPRO / ServerManager の [ BMC 設定]から、 BMC コンフィグレーシヨン情報を変更することができます。 
[ BMC 設定]の詳細については、 ESMPRO / ServerManager のオンラインヘルプを参照してください。 

BMC 設定のネ刀期化 （BMC Initialization ) 実行時に設定される値と、 ESMPRO / ServerManager でのデフォ 
ルト設定値の差分につきましては、 EXPRESSSCOPE エンジン3ユーザーズガイドを参照してください。 
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1,2 Express Update 


■ ExpressUpdate Agent のインス I —ル 

ExpressUpdate のソフトウェアのインストール機能を巧いるには、各 0 S 上でな下を設定してください。 

*1 設定変更はビルトイン Administrator (または管理を権限のあるアカウン ト ) で、変更してください。 

*2 利用するポート、プロトコルは、「4章2利用ポート/プロトコル」を参照してください。 

• Windows XP の 場合 

1. ) Windows ファイアウォールを構成します。 

■[コン トロールパネル]- [ Windows ファイアウォール]-[全般]タブから[例外を許可しない]のチェ 
ックを外します。 

-[例外]から[ファイルとプリンタの共ち]をチェックします。 

2. ) ファイル共有を構成します。 

- [コントロール パネル]- [デスク トップの表示と テーマ ]-[ フホルダオプション ]- [表示]タブから 
[簡易ファイルの共ちを使用する]のチェックをかします。 

参 Windows Vista の 場合 

1. ) Windows ファイアウォールを構成します。 

-[コントロールパネル]- [セキュリティ]- [ Windows ファイアウォール]- [ Windows ファイアウォ 
—ルによるプログラムの許可]-[例外]タブから[ファイルとプリンタの共有]をチ；!：ックします。 

2. ) ファイル共ちを構成します。 

- [コント ロールパネル]-[デスクトップの表示とテーマ]-[フホルダ オプション ] の[表示]から[簡易 
ファイルの共ちを使用する]のチ X ックを外します。 

3. ) UAC を構成します。 

-[コントロールパネル]-[ユーザーアカウント]-[ユーザーアカウント]-[ユーザーアカウント制御 
のち効化または無効化]-[ユーザーアカウント制御 ( UAC ) を巧ってコンピューターの保護に役 
立たせる]のチェックを無効に変更します。 

参 Windows 7、 Windows Server 2008 R2 の 場合 

1. ) Windows ファイアウォールを構成します。 

■ [コントロールパネル]-[システムとセキュリティト [ Windows ファイアウォールト [ Windows ファイ 
アウホールを介したプログラムまたは機能を許可する]で、「ファイルとプリンターの共ち」を 
選択し、 [ OK ] を実行します。 

2. ) UAC を構成します。 

-[コントロールパネル]-[ユーザーアカウント]-[ユーザーアカウント]-[ユーザーアカウント制御 
の変更]を選巧し、[通知しない]に変更します。 
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参 Windows Server 2008 の場合 

1. ) Windows ファイアウォールを構成します。 

■ [コント ロール パネル]-[セキュ リテイ ]- [ Windows ファイアウ ホール ]- [ Windows ファイアウオ 
-ルによるプログラムの許可]-[例外]タブから[ファイルとプリンタの共ち]をチェックします。 

2. ) UAC を構成します。 

-[コントロールパネル]- [ユー ザーアカウント]- [ユー ザーアカウント]- [ユー ザーアカウント制御 
のち効化または無効化]の[ューザーアカウント制御 ( UAC ) を巧ってコンピューターの保護に役 
立たせる]のチェックを無効に変更します。 

• Windows Server 2008 R2 Server Core の場合 

1.) Windows ファイアウォールを構成します。 

1-1) Windows Server 2008 R 2 Server Core の Windows Firewall をリモートから設定するために管 
理対象装置とは別に一台装置(な下「リモート PC 」） を巧意します。 

1-2) Windows ファイアウナール設定をリモート PC から変更できるようにします。 

Windows Server 2008 R 2 Server Core 上の コマン ドプロンプトでな下を入力します。 
netsh advfirewall set currentprofile settings remotemanagement enable 
1-3) リモート PC で [ファイル 名を指定して実行]を選択し、 「 mmc 」 と入力します。 

1-4) ファイルースナップインの追力□と削除で、[セキュリティが強化された Windows ファイアウォ 
—ル]を追加します。サーバー名として、対象 OS(Windows Server 2008 R 2 Server Core ) のホ 
スト名を入力します。 

なお、ホスト名は 「 hostname 」 コマンドで取得できます。 

1-5) 受信の規則で、[ファイルとプリンターの共有]を選巧し、[規則のち効化]を実行します。 

参 Windows 8、 Windows Server 2012 な降の場合 

ExpressUpdate Agent をリモートからインス I —ルすることはできません。 

参 Linux OS の場合 

*1 設定方まは各 Distribution の説明書を参照してください。 

1. ) ファイアウナールを構成します。 

- SSH 経由でリモート PC からログインできるように設定します。 

2. ) SSH を構成します。 

- SH 経由で、ューザ 「 root 」 を用いてログインできるように設定します。 

—般的じは、 sshd の設定ファイル 「/ etc / sshd / sshd _ config 」 の PermitRootLogin をち効にする 
ことで設定できます。 
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/ •ゴ管理対まサーバー 


■ Windows ファイアウォールの設定 

Windows ファイアウホールがち効になっている場合、管理 PC との通信が遮断されるため、正常に動作し 
ません。 Windows ファイアウオールをち効にする場合は、化要なポートを開いてください。 

nTnnl 


ESMPRO / ServerManager で利用するポート、プロトコルは、「4章2利用ポーりプロトコル」を参照 
してください。 


■ SOL 対応 

SOL とは 、 System BIOS またはコンソールレス対応 OS からシリアルポート2に出力されるリダイレクシヨ 
ンデータを BMC 、 または vPro が取得し、 LAN 経由で送信することにより、 LAN 経由のリモートコンソール 
を実現する方式です。管理対象サーパ'—が SOL 対応サーバーかどうかは 「 ESMPRO / ServerManagerVer . 5 
セットアップガイド」の「付録 C 管理対象コンポーネントー覧」を参照してください。 

管理巧まサーバーが SOL に対応している場合は、 Windows の SAC や Linux のリモートコンソールを実現で 
きる一方、な下のを意事項があります。 

• シリアルポート2の利用制限があります。「1章 3.4 管理対象サーバーおよびネットワーク機器のを意 
事項」を参照してください。 

• 管理巧をサーバーが vPro 搭載装置の場合は、 Windows の SAC のリモートコンソールは実行できません。 

また、 SOL に巧応していない管理対象サーバーにはな下のを意事項があります。 

• LAN 接続のとき、ユーティリティーブートモードで電源制御を実行したときに、管理対象サーバー上 
で Windows または Linux を起動させないで〈ださい。 Windows または Linux を起動できない場合があり 
ます。 

• LAN 経由のリモートコンソールから RAID EzAssist を操作する場合は、 BIOS セットアップユーティリ 
ティーで 、 [Console Redirection ] の項目を [ Disable ] に設定し、再起動した後 、 RAID EzAssist を起動し 
てください。 

■ BIOS セットアップユーティリティーが起動されている状態での電源操作 

管理巧をサーバーが BMC 搭載装置の場合に、管理対象サーバー上で BIOS セットアップユーティリティー 
が起動されている状態で、 電源操作をしないでください。 BMC のコンフィグレーシヨン設定の[通報]が無 
効になります。 

■ DOS のリモートコンソール 

DOS のリモートコンソールを実行する場合は、管理対象サーパ’一の BIOS セットアップユーティリティー 
で [ Server ] - [Console Redirection ] - [AC 円 Redirection ] を [ Disable ] にを更してく ださい。 

B に S セットアップユーティリティーに [ AC 円 Redirection Port ] 項目がない場合は、設定を変更する必要は 
ありません。 
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■ Windows 起動後のリモートコンソール 

参管理巧まサーバーが SOL に対応していない場合は、 Windows の SAC のリモートコンソールを LAN 経由 
で実行できません。 

参 Windows 起動後の SAC のリモートコンソールを実行する場合は、管理対象サーバーの BIOS セットアッ 
プユーティリティーで [ Server ] - [Console Redirection ] - [ACPI Redirection ] を 「 Enable 」 に変更してく 
ださい。なお 、 [ACPI Redirection ] を 「 Enable 」 にすると、 POST 後の BIOS によるリモートコンソール 
が実行できなくなります。 

[ACPI Redirection ] がない場合は 、 [Console Redirection after POST ] が 「 Enable 」 であることを確認し 
てください。 

■ 0 S シャツトダウン 

管理巧をサーバーの OS が Windows Server 2008な降の OS の場合、な下の OS シャットダウン動作時は、キ 
ャンセルダイアログボックスが表示されないことがあります。 

参 ESMPRO / ServerManager から OS シャットダウンを指示した場合 
参スケジュール運転により OS シャットダウンが開始された場合 

■スケジュール運転による DC - OFF 中の OS シャツトダウン 

ESMPRO / ServerManager から設定する [ Agent 設定]-[スケジュール運転休止中の DC - ON 後、 OS シャット 
ダウンをする]がち効の場合、休止期間(スケジュール運おによる DC - OFF 状態の期間)中に、 
ESMPRO / ServerManager からの電源制御な外の操作によって OS が起動すると、 DianaScopeAgent . また 
は ESMPRO/ServerAgent Extension は OS シャットダウンします。ただし、 ESMPRO / ServerManager から 
の電源制御であっても、ブート中にエラーが発生した場合は 、 DianaScope Agent . または 
ESMPRO/ServerAgent Extension により、 OS がシャツトダウンすることがあります。 
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i.4 BMC コンフイ グレーシヨ ン 


■ BMC コンフイグレーシヨン 

BMC コンフイグレーシヨン情報を設定するツールのうち、 ESMPRO のセットアップでは使えないものが 
あります。 

MWAAgent は使えません。 

管理巧まサーバーを EXPRESSBUILDER から起動して実行する[システムマネージメントの設固は、同じ 
EXPRESSBUILDER に MVVA が格納されている場合は使えません。 

EXPRESSBUILDER のコンソールレス機能は、同じ EXPRESSBUILDER に MVVA が格納されている場合は 
巧えません。 

■管理 PC を変更する場合 

通報ホである管理 PC が置換された場合は、管理対象サーバー上の BMC が通報先を認識できない場合があ 
ります。管理 PC の IP アドレスがをわらない場合も、管理巧象サーバー上の BMC コンフイグレーシヨンを 
再設定してください。 

■ IP アドレスを自動的に取得する ( DHCP ) 機能 

BMC が管理 LAN 用ポートを使う管理対象サーバーは、 DHCP サーバーから IP アドレスを自動的に取得する 
機能をサポートしています。 

1 .ESMPRO はな下のバージョンでこの機能の設定に対応しています。最新版をダウンロードしてご利巧く 
ださい。 


管理対まサーバー 

DianaScope 

EXPRESSSCOPE エンジンシリーズを搭載している 

管理対象サーバー DianaScope Manager Ver .1.07.01 

レ U 上 

DianaScope Manager Ver .1.0 7.011^上 

DianaScope Agent Ver . 2.03 .051^ 上 

DianaScope Configuration Ver .1.021^ 上 

アドバンスドリモートマネージメントカードを搭載 

している管理対象サーバー 

DianaScope Manager Ver .1.11.001^ 上 

DianaScope Agent Ver . 2.06 .001^ 上 

DianaScope Configuration Ver .1.021^ 上 


IP アドレスを自動的に取得する機能をサポートしている管理対象サーバーに対して、この機能の設定 


に未対応のモジュールを巧う場合は、 W 下の動作になります。 

- DianaScopeAgent が未対応バージョンの場合、必ず[無効]で BMC コンフイグレーションを登録 
します。また、必ず[無測で BMC コンフイグレーション情報ファイルを作成します。 

— DianaScope Configuration が未巧応バージョンの場合、必ず[無測で BMC コンフイグレーション 
情報ファイルを作成します。 

- EXPRESSBUILDER のシステムマネージメント機能が未対応バージョンの場合、必ず[無効]で登 
録します。また、必ず晦測で BMC コンフイグレーション情報ファイルを作成します。 

- EXPRESSBUILDER のコンソールレス機能が未対応バージョンの場合、必ず[無効]で BMC コン 
フイグレーシヨンを登録します。 
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— ESMPRO / ServerManager が未対応バージヨンの場合 、 DianaScope Agent が対応バージヨンで、 
かつ、 IP アドレスを自動的に取得する機能が[有測に設定されているとき 、 DianaScope Manager 
から[無効]に設定したり、 IP アドレスを変更したりすることができません。 

2. アドバンスドリモートマネージメントカード 

アドバンスドリモートマネージメントカードを搭載している管理巧象サーバーは、 IP アドレスを自動的 
に取得する機能を有効に設定しても、 BMC 力 < DHCP サーバーからの IP アドレス入手を即座に開始しない 
場合があります。 

その場合は、管理対象サーバーを AC - OFF 後、 AC - ON してください。 

■ BMC が使うポート 

BMC が標準 LAN ポートを巧う管理対象サーバーで、 OS が Linux の場合、 OS がポート番号 623( BMC が通信 
に利用するポーりを使うと、 ESMPRO / ServerManager から BMC に通信ができなくなります。 

その場合、管理対象サーバー側でな下を設定してください。 

1. services ファイル (/ etc / services ) にな下の エン トリーを追加して、ポート香号623を予約します。 

asf-rmcp 623 /tcp ASF Remote Management and Control Protocol 
asf - rm 巧 623 /udjsASF Remote Management and Control Protocol 

2. OS を再起動します。 

■ BMC コンフイグレーシヨン 情報設定の初期化 

DianaScope Agent 、 ESMPRO/ServerAgent Extension の BMC コンフイグレーシヨン 情報設定の[ネ刀期値に 
戻す]、または、 EXPRESSBUILDER から起動して実行する [システムマネージメン トの設定]の [コンフイグ 
レーシヨン ]から梓斤 規作贿 した場合 、 BMC コンフイグレーシヨン 情報の各項目に既定値が設定され、ネ刀期 
化されます。 

搭載されている BMC 力 《 EXPRESSSCOPE エンジンシリーズ、アドバンスドリモートマネージメントカー 
ドの場合、 BMC Web サーバーの IP アドレス設定もネ刀期化されます。 [ Web サーバの設定]の IP アドレス設定 
は BMC コンフイグレーシヨン情報と共ちしているためです。 

BMC コンフイグレーシヨン情報と Web サーバーの設定が共ちする内容は W 下のとおりです。 

DHCP 設定 
IP アドレス 
サブネットマスク 
デフ オル ト ゲー トウ エイ 

なお、 Web サーバーの設定は、な下の方まで変更できます。 

参管理対象サーパ’一を EXPRESSBUILDER から起動し、[ツール]-[システムマネージメントの設定]- 
[BMC Web サーバーの設定]を選択します。 

• BMC Web サーバーにログインし、睛定]-[ネットワーク]を選択します。 


的 




/ •ぶ Web クライアント 


■ Web ブラウザーの言語設定 

ESMPRO / ServerManager と Web クライアントの OS の言語は一致させてくださし、。 
また、 Web ブラウザーの言語設定は変更しないで〈ださい。 


■複数のブラウザーからの操作 

1台の Web クライアント上から複数のブラウザーを開いて ESMPRO を操作することはできません。また、 
タブブラウズ機能を持つブラウザーの場合、1つのブラウザー上の複数のタブから ESMPRO を操作するこ 
とはできません。 

■コンフイグレーショ ン情報のダウン ロード 

ESMPRO の博 携サー ビス]- [コ ンフイ グレーショ ン情報] で、[コ ンフイ グレーショ ン情報ファイルのダウ 
ンロード]をクリックすると 、 Internet Explorer がファイルのダウンロードをブロックする場合があります。 
このとき Internet Explorer の情報バーにメッセージが表示されます。 

この場合はな下の操作で、ファイルをダウンロードできます。 

1. 情報バーをクリックします。 

2. [ファイルの ダウンロード]をクリックします。 

3. ファイルのダウンロードについての確認メッセージと情報をよく読んだ後、[保巧を選がします。 

■Java Plug-in の/くージョン 

ESMPRO 力、ら EXPRESSSCOPE エンジンシリーズへのログインを実行する場合、 Web ブラウザーの Java 
円 ug - in のバージョンを 5.0 な上にして〈ださい。1.4.2_11な下の場合、 Web ブラウザーが正常に動作しな 
い場合があります。 


■ Internet Explorer 

参 Internet Explorer 上に EXPRESSSCOPE エンジンシリーズへのログイン画面が表示されない場合、 
Internet Explorer の信頼あみサイトゾーンに、 EXPRESSSCOPE エンジンシリーズの URL を追加してく 
ださい。 

1 .Internet Explorer の[ツール]メニューから[インターネットオプシヨン]を選択します。 

2. [ セキュリティ ]タブをクリックします。 

3. [イントラネット]アイコンを選択し、その下じある[サイト]ボタンをクリックします。 

4. [次の Web サイトをゾーンに追加する]のボックスに EXPRESSSCOPE エンジンシリーズの URL を入 

力します。 1. EXPRESSSCOPE エンジンシリーズの IP アドレスが192.168 .0.100 の場合、 URL は 
rhttp :// 192.168 .0.100 J となります。） 

5. [追加]をクリックし、その後 [ OK ] をクリックします。 

• Internet Explorer 上で、 Java アプレットのある画面が正常にま示されない場合があります。 

その場合な下に示す方まで回避することができます。 

-[コントロール パネル]- [ Java ] - [Java コン トロールパネル] の [詳細]タブから [次世代の Java Hug-in 
をち効にする] の チェックを外します。 
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■ Internet Explorer のメモリ使用量 

Web クライアントで ESMPRO / ServerManagerVer . 5にログインし、長時間使う場合、 Internet Explorer の 
制限事項(詳細は Microsoft Knowledge Base 830555を参照してください)に巧触し、 Web クライアントでの 
メモリ使用量が増加します(最大で1日 (24 時間)当たり約 10 MB 増加します)。 

Web クライアントよりログイン後、長時間使う場合は、定期的に Web クライアントをログアウトしてくだ 
さい。ログアウトにより、 Internet Explorer の制限事項で増化したメモリが開放されます。 

■ Firefox を使う場合 

Firefox 上で、 Java アプレットのある画面が正常に表示されない場合があります。その場合な下の方まで回 
避することができます。 

- Web ブラウザーの Java Hug-in のバージョンを最新のものに変更します。 

-[コントロールパネル]- [ Java ] - [ Java コントロールパネル]の[詳細]タブから[次世代の Java Hug-in をち 
効にする]のチェックをかします。 

— Internet Explorer 上で表示します。 


■アラー トビ ユーアを 使う場合 

アラートビユーアを使う場合、ブラウザーの設定でポップアップウィンドウを許可してください。 
ポップアップウィンドウを許可していない場合、アラートビユーアが正し<動作しない可能性があります。 

■ブラウザーの戻るボタン 

ESMPRO/ServerManager を操作中にブラウザーの[戻る]ボタン等のブラウザー機能を巧わないでくださ 
い。 

ブラウザー機能を使うと、画面が正しく表示されない場合があります。 

その場合は、再度必要なリンクまたはボタンを選択してください。 

■自動ログアウト 

Web クライアントで ESMPRO/ServerManager にログイン後、画面を操作しないで30分な上経過すると、 
自動的にログアウトされます。 

操作を続行するためには再度ログインしてください。 


妨 


/•が管理 PC で実行するアプリケーシヨン 


■ ESMPRO ユーザグループ 

管理 PC で実行するアプリケーシヨンを使うユーザーは、 ESMPRO ユーザグループ(デフホルト 
Administrators ) に所属させてください。 


■ SNMP 管理アプリケーションとの共存 

SNMP トラップを受信する SNMP 管理アプリケーションと ESMPRO / ServerManager とが共巧している場 
合は、トラップ受信ポートの競合が発生し、どちらか一方の製品で SNMP トラップを受信できなくなるこ 
とがあります。そのような場合は下記に示す方まで回避することができます。 

[回避策] 

SNMP 管理アプリケーションカ <0 S 標準の SNMP Trap Service を使うトラップ受信をサポートしている場 
合は、 ESMPRO / ServerManager のオペレーションウィンドウから[オプション]-[カスタマイズ]-[自マネ 
-ジヤ]で [ SNMP トラップ受信方ま]を [ SNMP トラップサービスを使用する]に変更することで回避できま 
す。 


■高負荷状態時に ESMPRO/ServerManager を使う場合 

参 ESMPRO/ServerManager 側のサーバーが高負巧の場合 

CPU 使用率100%の状態が長く続いた場合など、高負おな状態で運用すると 、 「ESM Base Service と通 
信できなくなりました」というメッセージが表示されることがあります。 

ESMPRO / ServerManager は、アプリケーシヨン <-> サービス (ESM Base Service ) 間で通信しています 
が、高負荷のため、タイムアウトで通信ができなかった場合にメッセージが表示されます。 

このメッセージが表示された場合は、サーバーの負荷を下げてから再度アプリケーションを起動して 
ください。 

• ESMPRO/ServerAgent 側のサーパーが高負荷の場合 

ESMPRO / ServerAgent 側のサーバーが高負お状態の場合、 ESMPRO / ServerManager から 
ESMPRO / ServerAgeW への通信に対する応答があらないわめ、な下のような状況が発生することがあ 
ります。 

-オペレーションウインドウ上の該当サーバーのアイコンがグレー(灰を)表示になる。 

-データビューア起動時に & L 下のエラーが表示される。 

対象機器に対する情報取得処理がタイムアウトしました。 

-対象機器が停止、または高負荷な状態にある可能性があります。 

. ネットワークに異常が発生している可能性があります。 

- SNMP コミュニティ名が正しく設定されていない可能性があります。 

-データビューアで表示していた該当サーバーの情報が"不明"になる。 
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■ ESMPRO/ServerManager と ESMPRO/ServerAgent 間のパケットの送受信 

ESMPRO/ServerManager と ESMPRO/ServerAgent 間では、な下のようなタイミングでパケットを送受信 
します。 


WAN での接続など、課をが問題となるようなシステムでの運用には十分ごを意ください。 

また、 DMI を使うサーパ'—の管理(オペレーションウィンドウのサーバーのアイコンの DMI エージ I ントが 
On のとき)では、大量のデータが流れます。 

* DMI による管理は、 DMI を実装した他社サーバ ー■ クライアント管理用です。 ESMPRO / ServerAgent を 
インストールしたサーパ’一の管理に、 DMI を使う必要はありません。 

• オペレーションウィンドウによるサーバーの自動発見時 

• オペレーションウィンドウによるサーバーの定常的な自動発見を設定した後、指定されたインターバ 
ル 

• オペレーションウィンドウより DMI ェージェントがチェックされているサーパ’一を削除したとき 
• オペレーションウィンドウより DMI ェージェントを登録したとき 
• オペレーションウィンドウより DMI エージェントを Off にしたとき 
• オペレーシヨンウインドウより DMI エージェントを On にしたとき 
• オペレーションウィンドウより Remote Wake Up 実行時 
• オペレーションウィンドウよりマネージャ間通信の設定後、不定期 

• SNMP トラップ受信時 
参 DMI イベント受信時 

• 0 S 起動時、オペレーションウィンドウにを録されているすべての DMI ェージェントに対して 
• データビューア起動後、約1分間隔 

• グラフビューア起動後、約1分間隔 

参統計情報自動収集設定後、指定されたサーバーに対して指定された間隔 
参サーバーの状態監視のための約1分おきの定期的なポーリング * 

* オペレーションウィンドウのサーバーアイコンのプロパティで、"サーバ状態監視"を Off にすることによ 
り回避することができますが、オペレーションウインドウ上のアイコンの色にサーバーの状態が反映され 
なくなります。 


■ SNMP トラップ送信先の設定 

ESMPRO / ServerManager , ESMPRO/ServerAgent を同じコンピューターにインス I ルして巧う場合、そ 
のコンピューターの SNMP トラップ送信先にはループバックアドレス (127.0.0.1) ではなく、 LAN ボードに 
割り当てた IP アドレスまたはホスト名を指定してください。127.0 .0.1 を指定すると、アラートビューアで 
の表示が[不明なサーバ]となります。 

ただし、ネットワークに接続しないコンピューターでは127.0 .0.1 を指定してください。巧項の[ネットワ 
—クじ接続しないコンピューターでの監視]を参照してください。 

もし、 LAN ボードに割り当てた IP アドレスまたはホスト名に設定してもアラートビューアでの表示が 
コンポーネント ：不明なサーバ 
アドレス 127.0 .0.1 

となる場合は、オペレーシヨンウインドウのサーバアイコンのプロパティで、 IP アドレスを127.0 .0.1 にを 
更してください。 
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■ネットワークに接続しないコンピューターでの監視 

物理的にネットワーク I こ接続しないコンピューターに、 ESMPRO / ServerManager , ESMPRO/ServerAgent 
をインストールし、自身のコンピューターを監視する場合はな下の手順に従って操作してください。 

参オペレーションウインドウでの自動発見時にアドレスを指定し、開始/絡了アドレスに「127.0.0.1」を 
指定します。 

参 SNMP トラップの送信先に「127.0.0.1」を指定します。 

すでにサーバーアイコンをを録済みの場合は、いったんアイコンを削除した後、自動発見して < ださし、。 

■温度センサーのしきい値ダイアログボックス表示 

管理巧をの機器によっては、温度のしきい値設定画面に異常値の設定しか表示されないことがあります。 
この場合、スライダーの表示が警告色(黄)と異常色(ホ)となっていますが、実際の状態表示では異常値よ 
りほい温度は正常を(緑)が表示されます。 

■マネージャ間通信時のバージョン 

異なるカレントバージョンの ESMPRO / ServerManager 間でマネージャ間通信すると、アラートが相手先 
マネージャに登録されなかったり、データビューアの表示で一部の情報が表示されなかっわりするなどの 
問題が発生することがあります。マネージャ間通信する場合は、事前に必要に応じてバージョンアップし、 
ESMPRO / ServerManager のカレントバージョンをそろえて < ださい。 

ESMPRO / ServerManager のカレントバージョンは、バージョン情報確認ツールで確認できます。 

■ ビルトイン Administrator ではないユーザ(または管理を権限のないアカウン 
卜)での運用 

ESMPR 0 ユーザグループには巧属するが、ビルトイン Administrator ではないユーザ(または管理を権限の 
ないアカウント)でログオンすると、アラートビューアの通報の設定機能を使えません。 

作 SMPRO / ServerManager のインストール時に 、 ESMPRO ユーザグループとしてデフオルトの 
Administrators をそのまま指定した場合は該当しません） 

間違って操作した場合は、下記 I こ示す方まで回避してください。 

阳象] 

アラートビューアの[ツール]-[通報の設定]メニューより開かれる[通報受信手段の設定]画面でエージエン 
卜からの通報受信 ( TCP / IP ) の開始/停止を変更するとな下の問題が発生します。 

• 開始状態(緑)から停止状態(ホ)に変更した場合 

[エージてントからの通報受信 ( TCP / IP )] の状態は、表示上「停止状態(ホ)」に変更されますが、実際は 
サービス (Alert ManagerSocket ( R ) Service ) は停止されません。この場合、アラートを受信しませんが、 
必要のないサービスが動作し続けているため、リソースの無駄使いとなります。また、この状態から 
開始状態(緑)に変更すると、な下のエラーメッセージが表示されます。 

「サービスの起動に失敗しました 。 （Alert Manager Socket ( R ) Service )」 

• 停止状態(ホ)から開始状態(緑)に変更した場合 

な下のエラーメッセージが表示されますが、[エージ I ントからの通報受信 ( TCP / IP )] の状態は、表示上 
「開 i 台状態(緑)」に変更されてしまいます。し力、し、実際はサービス (Alert Manager Socket ( R ) Service ) 
開始に失敗しているためアラート受信を開始することができません。 

「サービスの起動に失敗しました 。 （Alert Manager SockeWR ) Service )」 
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[回避策] 

ビルトイン Administrator ではないユーザ(または管理を権限のないアカウント)で、[エージェントからの通 
報受信 ( TCP / IP )] の変更操作をしてしまった状態の場合は、下記のように設定してください。 

-ビルトイン Administrator (または管理を権限のあるアカウンりでサインイン（□グオン）します。 

-開始状態(緑)から停止状態(ホ)に変更した場合は、いったん、 [エージて ントからの通報受信 ( TCP / IP )] 
を「開始(緑)」状態に変更してから再度、「停止(ホ)」状態に変更します。 

-停止状態(ホ)から開始状態(緑)に変更した場合は、いったん、[エージ I ントからの通報受信 ( TCP / IP )] 
を「停止(ホ)」状態に変更してから再度、「開始(緑)」状態に変更します。 

■自動発見時に指定するマップ 

オペレーションウィンドウで自動発見後、な下の例のようじマップが無限に登録されているように表示さ 
れる場合があります。 

«) 自 マネー ジャ 
+ Internet 
+ 192.168 .1.0 
+ mapA 

+ mapA.(*) 

+ mapA 

この現象は、自動発見時に親マップと同名のマップが作成された場合に発生します。 

このような表示になった場合、例では、上から2つめの mapA (*) を削除すれば正常な状態に戻すことができ 
ます。 


■ Windows ファイアウォールの設定 

Windows ファイアウォールがち効になっている場合、 ESMPRO/ServerManager と ESMPRO/ServerAgent 
間の通信が遮断されるため、正常に動作しません。 

Windows ファイアウホールをち効にして ESMPRO/ServerManager を巧う場合は、下記ポートを開いて< 
ださい。 

[巧まポート] 

ESMPRO/ServerManager がインス I ルされた装置上で、 Windows ファイアウォールの[ポートの追加] 
ダイアログボックスで設定するポートはな下のとおりです。 


名前(変更可能） 

ポー ト番号 

プ ロト 

コル 

機能 

マネージャ間通信 

8806 

TCP 

マネージャ間通信機能 

SNMP Trap 

162 

UDP 

マネージャ通報 ( SNMP ) (デフオルト設定） 

高信頼性通報 

31134 

TCP 

マネージャ通報 

マネージャ経由エクスプ 

レス通報 

311：36 

TCP 

マネージャ経由でのエクスプレス通報サービス 


. ESMPRO / ServerManager で利用するポート，プロトコルは、「4章2利用ポーりプロトコル」を参照 

してください。 
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<1 つの LAN ボードに複数の IP ア ドレスが設定されている装置の監視> 

限刻 

1つの LAN ボードに複数の IP アドレスが設定されている装置を監視する場合、 ESMPRO/ServerManager か 
らの SNMP Reques レ《ケットの IP ヘッダー中の送信ホアドレスと、 ESMPRO/ServerAgent からの SNMP 
Response パケットの IP アドレスが異なることがあります。 

このような環境で、 Windows ファイアウォールのサービス起動前に ESMPRO/ServerManager が 
ESMPRO/ServerAgent からの Response パケットを受信した場合、それな降、そのサーバーを監視できな 
〈なります。 

[回避策] 

ESMPRO/ServerManager のオペレーシヨンウィンドウ上でサーパ’ーアイコンのプロパティ 画面を 開き、 

IP アドレスを管理対象サーバー上で設定されている別のアドレスに変更し、 OS を再起動します。 

■WebSAM Netvisor との共存時に、 WebSAM Netvisor をアンインストールし 
た場合 

ESMPRO/ServerManager と下記製品の共巧環境で、 ESMPRO/ServerManager な外の製品をアンインスト 
-ル後、オペレーションウィンドウを起動すると「定義ファイルに不整合箇所が見つかりました。ファイ 
ル内容を修正するかファイルを削除してください。」と表示され起動できなくなります。その場合、メッ 
セージにま示された該当ファイルを削除してください。 

— WebSAM NetvisorPro 

- WebSAM Netvisor と ESMPRO/Netvisor ルーター管理 

■ブレードサー/《一の自動発見 

ブレードサーバーを自動発見して登録した場合、装置によっては、ブレード収納 ユニッ トの スロッ ト数が 
実際とは異なって表示され、アイコンが枠外に配置されてしまうことがあります。そのような場合には、 
lil 下の手順に従ってマップのプロパティを変更して < ださい。 

1. 対象となるブレードマップアイコン上でちクリックし、ショートカットメニューから[プロパティ]を選 
択します。 

2. [背景]をダブルクリックし、適切な背景イメージを選択して設定します。 

3. [ブレード最大スロット数]をダブルクリックし、実際の装置の最大スロット数を設定します。 

4. [0 K ] ボタンをクリックし、設定を絡了します。 

■ SIGMABLADE の自動発見 

EM 力ードよりホに CPU ブレードを自動発見した場合、当該 CPU ブレードがブレードマップ配下にを録さ 
れず、自動発見時 I こ指定したネットワークマップの直下にを録されてしまいます。そのような場合には、 
を録された CPU ブレードをいったん削除し、な下のとおり再度自動発見してください。 

< EM 力ードと CPU ブレードが同ーセグメントにある場合> 

EM 力ードを先に登録し、対応する CPU ブレードの自動発見してください。または、同じブレード収納ユ 
ニットに搭載されている EM 力ードと CPU ブレードがさまれるようにアドレスの範囲を指定し、自動発見 
してください。 

< EM 力ードと CPU ブレードが別セグメントにある場合> 

EM 力ードを先に登録し、対応する CPU ブレードの自動発見してください。 
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■データビューアでのネットワーク速度の表示 

• Linux サーバーを監視した場合、データビューアの[ネットワーク]-[-般情報]画面のスピードが表示さ 
れません。 

スピードは装置側でご確認ください。 

参スピードが lOGbps な上のネットワークインター フェー スを実装している Windows サーバーを監視した 
場合、データビューアの[ネットワーク]-[-般情報]画面のスピードに表示される値が正し < ないこと 
があります。 

スピードは装置側でご確認ください。 

参 LAN ケーブルが接続されていないネットワークインターフェースを実装している Windows Server 
2008がインストールされているサーバーを監視した場合、データビューアの[ネットワーク]-[-般情 
報]画面のスピードに正しくない値 (4, 294 Mbps) が表示される場合があります。 

■データピ ューア でのネットワークステータスの表示 

Windows Vis ねがインストールされているコンピューターを監視した場合、ネットワークが稼働中であっ 
ても、データビューアの[ネットワーク]-[-般情報]画面のステータスに「休止中」と表示されることがあ 
ります。その場合、ステータスは装置側でご確認ください。 

■チーミングしているネットワークインターフェースのデータビューアでの表示 

OS によっては、ネットワークインターフェースをチーミングしている場合、データビューアのネットワ 
-ク情報が正しく表示されないことがあります。ネットワーク情報は装置側でご確認ください。 

■データビューアでのメモリ表示 

Windows Server 2008 R2 Hyper-V の Dynamic Memory 機能を使い、動的なメモリ管理をしている仮想サ 
ーバーを監視した場合、データビューアのメモリ画面に表示されるな下の項目が正しく表示されないこと 
があります。 

物理メモリの現在の情報を確認したい場合は、データビューアの左側のツリーを閉じ、再度メモリ画面を 
表示させてください。 

一物理メモリ総容量 
一物理メモリ使用可能量 
—物理メモリイ吏用量 
-物理メモリ使用率 


■データビューアでのファイルシステムの表示 

Windows Server 2012がインスI—ルされているコンピユーターで、 Resilient File System(ReFS) を利用 
しているドライブについては、 Web GUI の [ファイル システム]-[付加情報]には [ReF 司と表示されますが、 
データビューア (Windows GUI) では空白表示となります。 

■エンク ロー ジャ ビューアの 表示 

エンクロージャビューアを表示した状態で、装置側で CPU ブレードの挿ななどのハードウエアの変更、ま 
たは、 EM 力ードの電源冗長モードの変更など構成情報に影響のある設定変更を行った場合は、エンクロ 
-ジヤビューアの[構成]メニュ ー- [ツリーの再構築]でツリーを再表示してください。 
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■ラックマウントシステムの監視 

ラックマウントシステムで CMM アイコンとしてを録されている、ハードウェア-屋体統合管理モジユー 
ル (CMM モジユー ル) は二重化されて動作しており、 フェイルオーバーの発生によりそれぞれのモジユール 
の IP アドレスが入れ替わります。 

その場合、オペレーションウィンドウの CMM アイコンの名前と IP アドレスの組み合わせが実際の設定と 
は食い違ってしまうため、 ESMPRO / ServerManager で CMM モジユールの状態を正しく管理できません。 
CMM アイコンの設定情報を自動的に更新するには、オペレーションウィンドウでラックマウントマップ 
よりも1つ上位のマップを選択した状態で、[ツールメニユ ー]- [自動発見]-[自動起動]画面で、 

"定常的に自動発見を行う- 

をクリックし、 インターバルにできるだけ短い時間 (1 時間)を設定します。 

その後、[詳細]ボタンをクリックし、 

"再度発見したとき属性を更新する- 

をチェック します。あとは [ OK ] ボタンをクリックしてすベての設定画面を閉じてください。 

■ Ver . 3.2 未満の ESMPRO / ServerAgent . および、 DMI エージェントの監視 

ESMPRO / ServerManagerVer . 4.3 より、 Ver . 3.2 未満の ESMPRO / ServerAgent 、 および、 DMI エージェン 
卜の監視機能が削除されました。 Ver . 3.2 未满の ESMPRO / ServerAgen しおよび、 DMI エージェントに巧 
してはな下のような動作となります。 

• 自動発見するとオペレーションウィンドウにアイコンがを録されます。 

参管理巧まからの SNMP トラップおよび DMI イベントはアラートビユーアに表示されます。 

• Ver . 3.0 未満の ESMPRO / ServerAgent に対応するアイコンの[サーバ状態監測プロパティが On の場合、 
状態色が灰色(不吼となります。[サーバ状態監測プロパティを Off にするか、アイコンを削除してくだ 
さぃ。 

• DMI エージェントのアイコンの[サ ー/ 《状態監視]プロパティが加であっても、 DMI による状態監視はし 
ません。 

• Ver . 3.0 未満の ESMPRO / ServerAgent 、 および DMI エージェントでは、データビユーア、グラフビユー 
ア によ る情報の参照、統計情報自動収集機能による情報の収集をすることはできません。 

• ESMPRO / ServerAgent のストレージ及びファイルシステムの監視はサポートしていません。 

■マネージャ間通信での DMI イベントの転送 

マネージャ間通信では DMI イベントは転送しません。 

■他の DMI 管理アプリケーションとの共存 

化の DMI 管理アプリケーションが同ーサーバ ー I こインストールされている場合、アラートビユーアでの 
DMI イベントの受信が正常に動作しないことがあります。 

ESMPRO / ServerManager と他の DMI 管理アプリケーションは共巧させないようにしてください。 

■複数のネットワークに属するコンピユーターからの DMI イベントの受信 

複数のネットワークに属する(複数の IP アドレスを持つ)コンピューターからの DMI イベントは受信できま 
せん。 
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2 . 利用ポート/プロトコル 


ESMPRO/ServerManager で使うポート番号、プロトコルはな下のとおりです。 
双方向のものは、上段の矢印が通信開始時、下段は折り返しの通信を示します。 
利用ポートが不定となっている場合、通信開始時未使用のポートを巧います。 

[ Web クライアントぐ>管理 PC ] _ 


お能 

Web クライアント 

ブロトコル 

/方向 

管理 PC 

コンポーネント 

ポート 

ポート 

コンポーネント 

管理/監視 

Web ブラウザー 

不定 

TCP 

— > 

<— 

8080(*1) 

ESMPRO/ServerManager 


*1 インストール時または[起動ポート番号の変更]で変更できます。 


[管理 PC ぐ > 管理巧まサ ー/ 《一] 


機能 

管理 PC 

プロトコル 

/ 

方向 

管理対まサーバー 

コンポーネント 

ポート 

ポート 

コンポーネント 

マネージャ通報 ( SNMP ) 

ESMPRO/ServerManager 

162 

UDP 

<— 

不定 

ESMPRO/ServerAgent 

マネージャ通報 
( TCP/IP in Band ) 

ESMPRO/ServerManager 

31134 

(*1) 

TCP 

<— 

—> 

不定 

ESMPRO/ServerAgent 

自動を録 

サーバー監視 ( SNMP ) 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

UDP 

—> 

<— 

161 

ESMPRO/ServerAgent 

死活監視 ( Ping ) 

ESMPRO/ServerManager 

-- 

に MP 

— > 

< — 

- 

ESMPRO/ServerAgent 

BMC 設定 

ExpressUpdate 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

TCP 

—> 

< — 

443(*2) 

BMC 

BMC 通報 

ESMPRO/ServerManager 

162 

UDP 

<— 

623 

BMC 

サーパ'-監視 

ESMPRO/ServerManager 

47117(*3) 

UDP 

—> 

<— 

623 

BMC 

情報収集 

( BMC からの情報収集） 

ESMPRO/ServerManager 

47117(*3) 

UDP 

—> 

<— 

623 

BMC 

リモートバツチ 

ESMPRO/ServerManager 

47117(*3) 

UDP 

— > 

<— 

623 

BMC 

コマンドラインからの操 
作 

ESMPRO/ServerManager 

47117(*3) 

UDP 

—> 

<— 

623 

BMC 

電源制御 

ESMPRO/ServerManager 

47117(*3) 

UDP 

—> 

<— 

623 

BMC 

リモートコンソール 

( CUI , SOL 使用） 

ESMPRO/ServerManager 

47117(*3) 

UDP 

—> 

<— 

623 

BMC 

リモートコンソール 

( CUI , SOL 未使用） 

ESMPRO/ServerManager 

47115 

UDP 

—> 

<,— 

2069 

System BIOS 
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Remote Wake Up 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

UDP 

— > 

10101 

LAN ボード 

情報収集 

(DianaScope Aaent 、 
ESMPRO/ServerAgent 
Extension からの情報収集） 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

TCP 

— > 

<— 

47120- 

47129(*4) 

DianaScope Agent 

ESMPRO/ServerAgent 

Extension 

スケジュール運転 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

国 

47120- 

47129(*4) 

DianaScope Agent 

ESMPRO/ServerAgent 

Extension 

ExpressUpdate Agent 検出 
Universal RAID Utility 検出 
ESXiS サーバー検出 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

UDP 

— > 

< — 

427 

ExpressUpdate Agent 
Universal RAID Utility 
ESXiS 

ExpressUpdate 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

TCP 

— > 

< — 

不定 

ExpressUpdate Agent 
Universal RAID Utility 

ExpressUpdate イベント通 
知 

ESMPRO/ServerManager 

8080 

国 

不定 

ExpressUpdate Agent 
Universal RAID Utility 

ExpressUpdate Aaent U モ 
ートインストール 
(管理対象サーバーの 0 S が 
Windows をの場合） 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

UDP 

—> 

<— 

137 

OS 

不定 

TCP 

— > 

< — 

445 

OS 

ExpressUpdate Aaent U モ 
ートインストール 
(管理対象サーバーの OS が 
Linux をの場合） 

ESMPRO/ServerManager 

不定 


22 

OS 

vPro との通信 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

HTTP 

—> 

<— 

16992 

vPro 

リモートコンソール 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

TCP 

—> 

< — 

16994 

vPro 

サーバー監視 ( WS - Man ) 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

TCP 

—> 

<— 

443 

ESXiS 

CIM Indication 予約 

ESMPRO/ServerManager 

不を 

TCP 

— > 

<— 

5989 

ESXiS 

CIM Indication 受信 

ESMPRO/ServerManager 

6736 (*5) 

TCP 

<— 

— > 

不定 

ESXiS 


*1 マネージヤ通報 ( TCP/IP in Band ) で使うポート香号は、アラートビューアの [ TCP / IP 通報受信設定]画面から 


変更できます。 

*2 BMC のポート番号は、 ESMPRO / ServerManager の [ BMC 設定]-[ネットワーク]-[サービス]から変更できま 
す。 

*3 BMC との通信に使う ESMPRO / ServerManager のポート香号は、 ESMPRO の[環境設定]画面から変更でき 
ます。 

*4 記載された範囲のうち、最も若い番号の未使用ポートを1つ使います。 

*5 アラートビューアの[アラート受信設定]- [ CIM - Indication 受信設定]-[ポート番号]より変更巧能です。 
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草巧 PC ^> EM 力ード] 



管理 PC 


プロトコル/ 
方向 

EM カード 

機能 

コンポーネント 

ポート 

ポート 

コンポー 
ネント 


ESMPRO/ServerManager 

47117(*1) 

UDP 

— > 

< — 

623 

EM 力ード 

情報収集 

ESMPRO/ServerManager 

47170 -47179(*2) 

TCP/IP 

< — 

623 

EM 力ード 


ESMPRO/ServerManager 

47180 -47189(*2) 

UDP 

— > 

< — 

623 

EM 力ード 

EM 力ード監視 ( SNMP ) 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

UDP 

— > 

< — 

161 

EM 力ード 

EM カード監視 

ESMPRO/ServerManager 

47117(*1) 

UDP 

— > 

< — 

623 

EM 力ード 

CPU ブレードの 

BMC コンフイグレーシヨン 

ESMPRO/ServerManager 

47117(*1) 

UDP 

— > 

< — 

623 

EM 力ード 

コマンドラインからの操作 

ESMPRO/ServerManager 

47117(*1) 

UDP 

— > 

< — 

623 

EM 力ード 

SNMP トラップ 

ESMPRO/ServerManager 

162 

UDP 

<— 

不定 

EM 力ード 

SNMP トラップに対する 

Ack 送信 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

UDP 

— > 

5002 

EM 力ード 


*1 EM 力ードとの通信じ使う ESMPRO / ServerManager のポート番号は、 BMC との通信にイ吏うポート番号と同 


じです。 ESMPRO の[環境設定]画面からで変更できます。 

*2 記載された範囲のうち、最も若い番号の未使用ポートを1つ使います。 


惜理 PC ぐ > 他社製* 

置理コンソール] 

機能 

管理 PC 

ブロトコル 

/ 

方向 

他3 

±製管理コンソール 

コンポーネント 

ポート 

ポート 

コンポーネント 

トラップを送 

ESMPRO/ServerManager 

不定 

UDP 

— > 

162 

他な製管理コンソール 


[ 管理 PC] 


機能 

コンポーネント 

ポート 

プロトコル 
/方向 

ポート 

コンポーネント 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerM 

anager 

1099 

TCP 

— > 

も — 

1099 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerM 

anager 

51099- 

51107(*1) 

UDP 

— > 

< — 

51099- 

51107(*1) 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerM 

anager 

8105 

8109 

TCP 

—> 

«— 

8105 

8109 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerManager 
ダイレクトを続/モデムを続 

ESMPRO/ServerM 

anager 

不定 

TCP 

— > 

< — 

47140- 

47149(*1) 

ESMPRO/ServerManager 
(DianaScope Modem 

Agent ) 


*1 記載された範囲のうち、最も若い番号の未使用ポートを1つ使います。 
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[管理 PC で実行するアブリケーシ ヨン] 


機能 

コンポーネント 

ポート 

プロトコル 
/方向 

ポート 

コンポーネント 

マネージャ間通信 

ESM Base Service 

不定 

TCP 

— > 

< — 

8806 

ESM Base Service 

アラートビユーア 

アラートビユーア 

不定 

TCP 

— > 

<— 

8807(*1) 

ESM Alert Service 


*1 アラートビューアの[ツール]-[ポート設定]から変更できます。ファイアウナールでの設定は不要です。 
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3 . サービスー覧 


[ESMPRO/ServerManager] 

ESMPRO/ServerManager で使うサービスは !^ 下のとおりです。 


サー ビスを 

プロセス名 

機能 

Alert Manager Socket(R) Service 

amvsckr.exe 

TCP/IP による高信頼性通報の受信 (*1) 

Alert Manager HTTPS Service 

AMMHTTP.exe 

HTTPS 通報の転送機能 (*2)( つ） 

Dmi Event Watcher 

dmieventwatcher.exe 

DMI イベントの受信 (*2) 

ESM Alert Service 

esmasvnt.exe 

トラップ ( アラート)の受信 

ESM Base Service 

nvbase.exe 

ESMPRO 通信基盤 

ESM Command Service 

nvcmd.exe 

定期的なコマンド実行 

ESM Remote Map Service 

nvrmapd.exe 

Remote Map の状態色の同期 

ESMPRO/SM Base Service 

esmdsvnt.exe(*4) 

esmdsvap.exe 

サーバーの状態監視 

ESMPRO/SM Trap Redirection 

esmtrprd.exe 

SNMP トラップ転送機能（ *2) 

ESMPRO/SM Common Component 

jsi.exe 

メインサービス 

ESMPRO/SM Event Manager 

jsi.exe 

CIM-Indication 予約管理"受信 

ESMPRO/SM Web Container 

jsi.exe 

Web アプリケーシヨンサーバー 

DianaScope ModemAgent 

DianaScopeModemA 

gent.exe 

ダイレクト/モデム通信 


*1 通報受信手段の設定で " エージェントからの通報受信 (TCP/IP)" を無効にしている場合、サービスは停止 
状態になっています。 

*2 インストール時、 [ スタートアップの種類 ] は " 手動 " となっています。 

*3 WebSAM AlertManager と共巧している場合、通報手段の設定で " マネージャからのエクスプレス (HTTPS) 
" を有効にすると 、 Alert Manager HTTPS Service サービスは開始状態になり、サービスの[スタートアップ 
の種類 ] は自動になります。 

通報手段の設定で " マネージャからのエクスプレス (HTTPS)" を無効にすると 、 Alert Manager HTTPS 
Service サービスは停止状態になり、サービスの [ スタートアップの種類 ] は手動になります。 

*4 ESMPRO/SM Base Service は、サービスとしては esmdsvnt.exe が登録されており、サービスの開始 / 


停止のタイミングで esmdsvap.exe が起動 / 終了します。 


• サービスの 依存関係 

サービスの依巧関係はレ :>1 下のとおりです。 

Alert Manager HTTPS Service 
ESM Base Service 

ESM Alert Service 

Alert Manager Socket(R) Service 
Dmi Event Watcher 
ESM Command Service 
ESM Remote Map Service 
ESMPRO/SM Base Service 
ESMPRO/SM Trap Redirection 
ESMPRO/SM Event Manager 
ESMPRO/SM Common Component 
ESMPRO/SM Event Manager 
ESMPRO/SM Web Container 
DianaScope ModemAgent 
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• サービス 開始/停止順序 

サービスを開始 / 停止する場合は、下記の順序に従って〈ださい。 
■開始順序 

1. Alert Manager HTTPS Service(*) 

2. ESM Base Service 

3. ESM Remote Map Service 

4. ESM Command Service 

5. ESM Alert Service 

6. Dmi Event Watcher(*) 

7. ESMPRO/SM Base Service 

8. ESMPRO/SM Trap Redirection^) 

9. AlertManager Socket(R) Service^) 

10. ESMPRO/SM Web Container 

11. ESMPRO/SM Common Component 

12. ESMPRO/SM Event Manager 

13. DianaScope ModemAgent 


■停止順を 

1. DianaScope ModemAgent 

2. ESMPRO/SM Event Manager 

3. ESMPRO/SM Common Component 

4. ESMPRO/SM Web Container 

5. AlertManager Socket(R) Service^) 

6. ESMPRO/SM Trap Redirection^) 

7. ESMPRO/SM Base Service 

8. Dmi Event Watcher(*) 

9. ESM Alert Service 

10. ESM Command Service 

11. ESM Remote Map Service 

12. ESM Base Service 

13. Alert Manager HTTPS Service(*) 

* 設定により停止しています。 

停止している場合は、サービスの開始 / 停止する必要はありません。 
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